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立教大学観光学部編集

特
集西シ

ー

サ

ン

パ

ン

ナ

双
版
納
で

交
流
文
化
を
考
え
る

な
ぜ
西
双
版
納
は「
交
流
文
化
」
を
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か

観
光
と
と
も
に
変
わ
る
西
双
版
納　
杜 

国
慶

景
洪
の
市
場
に
て　
白
坂 

蕃

山
中
の
歓
楽
郷
、
モ
ン
ラ
ー　
稲
垣 

勉

巻
頭
言　
『
交
流
文
化
』
を
創
刊
す
る

「
交
流
文
化
」フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト 
01

新
宿
区
神
楽
坂
の
観
光
調
査

稲
垣
・
杜
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

読
書
案
内

『
雲
南
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
』

『
雲
南
の
豚
と
人
々
』

最
近
の
講
演
会
か
ら

「
観
光
学
」
は
ど
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
の
か

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
フ
ィ
ー
博
士

在
外
研
究
通
信 

01

「
異
文
化
」
は
街
角
に
あ
る　

大
橋
健
一

0406081420 02

384044 2834

私
の
カ
ン
ニ
バ
ル
・
ツ
ア
ー
ズ

豊
田
由
貴
夫

表紙写真／杜 国慶

　国や地域間を問わず、観光による移動は人々の意識を

変え、文化を変容させていきます。

　新設を予定している「交流文化学科」は、近年観光の役

割として注目されている「交流」に焦点を合わせ、地域研

究とともに、多文化共生への視点を養い、グローバル化

する世界で交流の実をあげうる国際公務員、ジャーナリ

ストなど国際的人材の育成を目指します。

2006年4月、
立教大学観光学部に
新学科
「交流文化学科」（仮）誕生。

立教大学観光学部
〒352-8558　埼玉県新座市北野1-2-26　
TEL 048-471-7375
http://www.rikkyo.ne.jp/grp/tourism/

2005年度 立教大学観光研究所 公開講座
立教大学観光研究所では、以下の公開講座を実施しています。

詳しくは、立教大学観光研究所事務局（池袋キャンパスミッチェル館）へ。
TEL　03-3985-2577　FAX　03-3985-0279
Email：kanken@tr.rikkyo.ac.jp    http://www.rikkyo.ne.jp/grp/kanken/

●旅行業講座　
（2005年5月開講７月修了）

　旅行業に必要な専門的、かつ実際的な知識を一流の

講師陣が、実務経験のない人にもわかりやすく講義し

ます。毎年秋に行われる一般旅行業務取扱主任者試

験（国家試験）に向けて、法律から海外・国内観光資

源、旅行実務など幅広い内容を扱います。

●ホスピタリティ・マネジメント講座　
（2005年９月末開講12月修了）

　ホテル・旅館業・外食産業を中心とするサービス

産業は、今日「ホスピタリティ産業」と呼ばれています。

その基本理念から、人事、経営、マーケティング、法律

などの実践的な理論まで、業界の著名な方々が講義し

ます。



観
光
は
社
会
を
変
え
、
文
化
状
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

た
と
え
ば
バ
リ
や
ハ
ワ
イ
な
ど
観
光
に
大
き
く
依
存
す
る
地
域
で
は
、
観
光
化
が
音
楽
・
舞
踊
や
民
族
衣
装
、
さ
ら
に

は
慣
習
家
屋
な
ど
文
化
の
表
現
形
態
を
変
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
々
が
観
光
化
に
伴
う
文
化
変
容

を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
語
る
の
か
と
い
う
学
術
的
報
告
も
数
多
い
。
も
ち
ろ
ん
観
光
が
伝
統
文
化
の
破
壊
者
と
し
て

機
能
す
る
の
か
、
は
た
ま
た
観
光
を
組
み
込
ん
だ
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
触
媒
と
し
て
機
能
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

論
者
の
立
場
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
観
光
を
前
提
に
新
し
い
文
化

状
況
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
文
化
を
一
般
に
「
観
光
文
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。

伝
統
文
化
の
所
有
者
と
し
て
の
地
域
住
民
や
先
住
民
、
そ
の
消
費
者
と
し
て
の
観
光
客
と
い
う
二
項
図
式
は
、
観
光
文

化
を
考
え
る
基
本
構
造
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
実
は
こ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
中
国
雲
南
省
の
世
界
遺
産
都
市
・
麗
江
で
継
続
実
施
し
て
い
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
ユ
ネ
ス
コ
指
定
の
保
存

地
域
内
で
土
産
物
な
ど
を
商
う
事
業
者
の
大
半
は
他
地
域
か
ら
入
り
込
ん
だ
移
住
者
で
あ
る
。
元
々
の
住
民
・
納
西（
ナ
シ
）

族
は
他
地
域
か
ら
の
移
入
者
に
自
宅
を
賃
貸
し
、
自
ら
は
よ
り
生
活
条
件
の
良
い
新
市
街
に
家
屋
を
求
め
て
域
内
移
住
す

る
。
保
存
地
区
・
麗
江
古
城
の
様
相
は
一
変
し
、
同
時
に
新
市
街
で
は
納
西
族
に
よ
る
新
た
な
文
化
の
継
承
運
動
が
始
ま

る
。
観
光
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
納
西
族
は
保
存
地
区
内
の
所
有
不
動
産
を
貸
す
こ
と
で
有
産
階
級
化
し
、
保
存
地
区

と
そ
の
周
辺
で
は
階
層
分
化
が
進
み
、
社
会
構
造
さ
え
変
化
す
る
。

観
光
化
の
影
響
は
従
来
「
観
光
文
化
」
と
言
わ
れ
て
い
た
状
況
よ
り
、
は
る
か
に
広
範
囲
で
複
雑
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
観
光
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
ひ
と
び
と
の
移
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
状
況
、
文
化
状
況
を
「
交

流
文
化
」
と
規
定
し
て
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

と
こ
ろ
で
立
教
大
学
で
は
第
二
次
大
戦
直
後
に
始
ま
っ
た
課
外
授
業
・
ホ
テ
ル
観
光
講
座
を
皮
切
り
に
、
観
光
の
国
民

経
済
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、
国
際
親
善
へ
の
寄
与
に
着
目
し
て
教
育
・
研
究
を
進
め
、
多
く
の
人
材
を
観
光
産
業
に
送

り
出
し
て
き
た
。
課
外
講
座
は
発
展
し
、
現
在
で
は
観
光
学
部
、
博
士
課
程
ま
で
を
擁
す
る
観
光
学
研
究
科
に
発
展
し
て

い
る
。
し
か
し
観
光
が
急
速
に
拡
大
し
、
正
負
双
方
の
影
響
が
複
雑
化
す
る
に
つ
れ
、
従
来
の
観
光
産
業
に
対
す
る
人
材

供
給
だ
け
で
は
社
会
的
要
請
に
応
え
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
観
光
教
育
の
「
も
う
一
つ
の
柱
」
と
し
て
、
観
光
が
生

み
出
す
文
化
状
況
に
対
し
て
地
域
を
立
脚
点
に
正
確
に
把
握
し
、
記
述
し
伝
え
、
発
言
出
来
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
材
が
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
は
交
流
の
実
を
あ
げ
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
観
光
学
部
で

は
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
、
従
来
の
観
光
学
科
に
加
え
、
交
流
文
化
学
科
（
仮
称
）
を
設
置
し
て
、
社
会
の
新
し
い
観
光

教
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
観
光
学
部
で
は
『
交
流
文
化
』
を
創
刊
し
て
、
従
来
か

ら
の
研
究
成
果
を
ひ
ろ
く
社
会
に
問
う
こ
と
に
し
た
い
。

二
〇
〇
五
年
一
月

巻
頭
言　『
交
流
文
化
』
を
創
刊
す
る　
立
教
大
学
観
光
学
部
長　

稲
垣
勉

3 2
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特集　西双版納で交流文化を考える

特
集西シ

ー

サ

ン

パ

ン

ナ

双
版
納
で

交
流
文
化
を

考
え
る

中
国
雲
南
省
南
西
部
に
位
置
す
る

西
双
版
納

族
自
治
州
は
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と

国
境
を
接
す
る
民
族
色
豊
か
な
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

州
人
口
の
3
分
の
1
を
占
め
る
（
タ
イ
）族
を
は
じ
め
、

13
の
少
数
民
族
が
居
住
す
る
こ
の
地
域
は
、

熱
帯
雨
林
に
生
息
す
る
多
様
な
動
植
物
に
恵
ま
れ
、

〝
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
〞
な
民
族
の
文
化
を
体
験
で
き
る

「
中
国
の
中
の
外
国
」
と
し
て
、1
9
8
0
年
代
初
め
に
は

観
光
開
発
が
進
み
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
動
す
る
の
は
観
光
客
ば
か
り
で
は
な
い
。

観
光
導
入
に
と
も
な
う
経
済
活
動
の
活
発
化
に
つ
れ
、

中
国
国
内
か
ら
も
多
く
の
出
稼
ぎ
、移
住
者
を
受
け
入
れ
、

地
域
の
生
活
文
化
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

観
光
が
も
た
ら
す「
交
流
文
化
」
の
現
在
を
見
て
い
き
た
い
。

Xishuangbanna

中国



の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。

熱
帯
樹
が
繁
茂
し
、
孔
雀
が
舞
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

場
所
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
優
美
な

族
女
性
の
表

象
が
繰
り
返
し
観
光
宣
伝
に
利
用
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に

は

族
の
性
的
放
縦
さ
と
い
っ
た
言
説
さ
え
も
が
人
口
に

膾か
い
し
ゃ炙
す
る
よ
う
に
な
る
。
観
光
の
受
け
皿
施
設
も
こ
れ
を

反
映
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
い
わ
く
「
民
族
風
情
園
」、

「

族
園
」、「
哈
尼
族
姑
娘
寨
」
…
…
。
一
方
で
地
域
も
観

光
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
交
渉
し
な
が
ら
、

自
ら
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。

現
在
、
定
期
市
に
は
、
お
揃
い
の
衣
装
を
着
た
若
い

族
女
性
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
衣
装
は
優
美
で
女
性
的
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
観
光
が
彼
ら
に
与
え
た
価

値
と
き
わ
め
て
適
合
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
伝
統

的
な
民
族
衣
装
と
は
大
き
く
異
な
る
創
ら
れ
た
新
し
い
伝

統
で
あ
り
、
ま
さ
に
観
光
が
生
ん
だ
「
交
流
文
化
」
の
一

形
態
と
い
え
よ
う
。

現
在
、
中
国
社
会
で
は
海
外
旅
行
が
徐
々
に
一
般
化
し
、

か
つ
て
中
国
国
民
が
「
内
な
る
他
者
」
を
求
め
た
西
双
版

納
観
光
は
緩
や
か
な
衰
退
過
程
に
あ
る
。
し
か
し
観
光
化

が
西
双
版
納
に
与
え
た
社
会
・
文
化
的
影
響
は
大
き
く
、

「
交
流
文
化
」
を
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
事
例
と
言
え

よ
う
。

なぜ西双版納は「交流文化」を
考えるのにふさわしいのか

『
交
流
文
化
』
創
刊
号
の
特
集
は
西
双
版
納
で
あ
る
。

巻
頭
言
で
述
べ
た
よ
う
な
交
流
文
化
が
現
に
生
じ
、
社

会
・
文
化
状
況
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
は
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。
中
国
・
雲
南
省
西
双
版
納

族
自
治

州
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

西
双
版
納
に
限
ら
ず
雲
南
省
全
体
が
い
わ
ゆ
る
辺
境
で

あ
り
、
省
都
・
昆
明
か
ら
北
京
ま
で
の
距
離
は
、
北
京
・

東
京
間
よ
り
遠
い
。
し
か
し
国
家
的
視
点
で
は
、
中
心
＝

周
縁
と
い
う
構
図
で
周
縁
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、

西
双
版
納
で
は
隣
接
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス

な
ど
の
諸
国
と
日
常
的
に
交
渉
・
交
流
が
行
わ
れ
、
国
境

を
越
え
る
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
、
首
都
を
中
心
と
す
る
国

際
関
係
と
は
大
き
く
異
な
る
域
際
関
係
が
成
立
し
て
き
た
。

ま
た
内
部
的
に
は
平
地
民
で
あ
る

（
タ
イ
）
族
と
、
山
地

民
と
の
交
渉
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
重
層
的

な
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
西
双
版
納
は
周
縁
と
い
う
性
格
か
ら
、
中
国
に

お
け
る
「
内
な
る
他
者
」
と
し
て
、
遠
隔
地
と
い
う
地
理

的
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
く
か
ら
観
光
化
の
対
象
と
な

っ
て
き
た
。
観
光
化
は
重
層
的
な
社
会
・
文
化
状
況
を
ま

る
ご
と
変
容
さ
せ
て
い
く
。

こ
と
に
西
双
版
納
の
観
光
は
、
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
地
域
文
化
の
一
部
を
強
調
す
る
か
た
ち
で
、
特
定

特集　西双版納で交流文化を考える

Introduction
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政
府
は
景
洪
市
に
お
か
れ
て
い
る
。
面
積
は
1
・
9

万
㎢
。
人
口
は
86
万
人
（
2
0
0
3
年
）。

国
土
面
積
の
5
0
4
分
の
1
し
か
な
い
州
内
に
は
、

中
国
の
6
分
の
1
の
植
物
、
4
分
の
1
の
陸
地
脊
椎

動
物
、
3
分
の
1
の
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
。「
動

植
物
の
王
国
」
と
呼
ば
れ
、
1
9
8
6
年
に
国
の

自
然
保
護
区
と
指
定
さ
れ
た
。
密
林
に
は
紫
檀
（
し

た
ん
）、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
経
済
価
値
の
高
い
樹
種
が

多
い
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、
水
稲

の
二
期
作
、
三
期
作
が
可
能
で
あ
る
。
ゴ
ム
、
コ
ー

ヒ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
亜
熱
帯
作
物

の
栽
培
も
盛
ん
で
、
お
茶
の
原
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
。
い
ま
日
本
で
流
行
っ
て
い
る
普
（
プ
ー
ア
ル
）

茶
も
、
こ
こ
の
名
産
物
で
あ
る
。

北
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
あ
る
た
め
、
地
形
は
瀾

滄
江
を
中
心
に
南
に
口
が
開
く
高
原
盆
地
と
な
り
、

台
風
に
は
影
響
さ
れ
な
い
独
特
の
熱
帯
季
節
風
気
候

が
形
成
さ
れ
る
。
年
平
均
気
温
が
18
〜
20
℃
で
冬
が

な
く
、
年
に
乾
季
と
雨
季
に
分
か
れ
る
。

1
9
8
0
年
代
に
始
ま
っ
た
観
光
開
発

西
双
版
納
は
早
く
も
1
9
8
2
年
に
国
家
風
景

名
勝
区
に
指
定
さ
れ
た
。
州
内
に
は
、

族
（
タ
イ

族
）
や
ハ
ニ
族
な
ど
の
高
床
式
住
居
に
民
族
色
豊

か
な
生
活
用
具
を
展
示
し
た
「
民
族
風
情
園
」、

族
仏
教
建
築
の
特
徴
を
し
め
す
「
景
真
八
角
亭
」

や
「
曼
飛
竜
塔
」
な
ど
、
観
光
名
所
が
多
い
。
ま

た

族
の
正
月
に
は
水
か
け
祭
や
競
漕
が
行
わ
れ

る
。
第
1
図
で
示
す
よ
う
に
、
海
外
観
光
客
の
変

化
は
、
1
9
9
6
年
ま
で
は
急
増
し
、
以
降
は
安

定
す
る
傾
向
を
示
す
。
国
内
観
光
客
の
増
加
は
、

1
9
9
9
年
ま
で
続
い
た
。
観
光
客
入
込
み
延
べ

人
数
は
2
0
0
2
年
に
州
人
口
の
お
よ
そ
3
倍
に

観
光
と
と
も
に

変
わ
る
西
双
版
納

杜 

国
慶
（
観
光
学
部
）

「
動
植
物
の
王
国
」

西
双
版
納
（
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
）
は
、
中
華
人
民
共

和
国
雲
南
省
南
西
部
の
瀾
滄
江
（
メ
コ
ン
川
）
流
域
、

北
緯
約
21
度
10
、
東
経
99
度
55
〜
1
0
1
度
50
に

位
置
す
る
タ
イ
族
自
治
州
で
あ
る
。南
東
部
で
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
国
境
を
接
す
る
。
9
6
6
・
3
㎞

の
国
境
線
は
、
雲
南
省
の
国
境
の
4
分
の
1
を
占
め

る
。
タ
イ
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
は
、
直
線
距
離
で
僅
か

２
０
０
余
㎞
で
あ
る
。
景
洪（
チ
ン
ホ
ン
）市
、勐
海（
モ

ン
ハ
イ
）
県
、
勐
蝋
（
モ
ン
ラ
ー
）
県
か
ら
な
り
、
州

中
国
で
も
早
い
時
期
か
ら
観
光
開
発
が
進
ん
だ
西
双
版
納
。

観
光
化
は
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
同
時
に
、

地
域
の
人
々
の
生
活
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
い
る
。

特集　西双版納で交流文化を考える

色鮮やかな刺繍と眩しい金属の装身具に飾られたハニ族の女性たち。彼女たちは観光客の求めに応じて民族舞踊を披露し、土産品として民族クラフト
を販売する。右の女性が手にしているのは土産品のテキスタイル
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滴
と
な
り
再
び
地
面
に
落
ち
る
た
め
、
林
内
は
常
に

雨
が
降
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
意
味

す
る
。
日
本
人
の
生
活
が
海
と
密
接
な
関
わ
り
を
も

つ
よ
う
に
、
西
双
版
納
の
各
民
族
の
生
活
も
熱
帯
雨

林
を
頼
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
熱
帯
雨
林
に
は
「
箭
毒
木
」
と
呼
ば

れ
る
桑
科
の
常
緑
木
が
あ
る
。
樹
液
が
猛
毒
を
も
つ

た
め
、
矢
先
に
塗
っ
て
狩
猟
に
使
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
木
の
樹
皮
は
か
な
り
の
厚
さ
を
も
ち
、
加
工
す

る
と
非
常
に
柔
ら
か
く
な
る
。
現
地
の
人
は
、
そ
れ

を
敷
き
布
団
や
裁
縫
の
材
料
に
使
う
。

熱
帯
雨
林
で
生
息
す
る
多
様
な
動
植
物
は
、
人
類

に
新
し
い
医
薬
品
や
食
物
を
供
給
す
る
可
能
性
を
も

つ
巨
大
な
遺
伝
子
の
宝
庫
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
医
薬
物
質
に
は
、
避
妊

ピ
ル
を
合
成
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ジ
オ
ス
ゲ
ニ

ン
、循
環
器
障
害
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
レ
セ
ル
ピ
ン
、

心
臓
や
肺
の
外
科
手
術
で
麻
酔
薬
と
し
て
使
わ
れ
る

ク
ラ
ー
レ
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
熱
帯
雨
林
の
植

物
の
ほ
ん
の
一
部
し
か
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
人
類

に
と
っ
て
、
熱
帯
雨
林
は
ま
だ
ま
だ
神
秘
の
存
在
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

熱
帯
雨
林
に
影
響
を
与
え
る
自
然
現
象
や
人
間
の

活
動
は
数
多
く
あ
る
。
落
雷
に
よ
る
火
災
、
地
す
べ

り
な
ど
自
然
に
よ
る
影
響
は
、
人
間
に
よ
る
過
剰
な

特集　西双版納で交流文化を考える
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西双版納における観光客入込み数の変化（1990-2002）
（西双版納 族自治州旅遊局資料より作成）

民族文化を説明する 族のガイド

相
当
す
る
2
5
0
万
人
に
達
し
た
。
現
在
、
州
内

に
は
宿
泊
施
設
が
1
4
0
余
軒
あ
り
（
う
ち
，
星
付

き
は
43
軒
）、客
室
数
は
9
1
9
3
部
室
。ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
ま
で
の
国
際
観
光
ル
ー
ト
も
開
通
さ
れ
、
中

国
で
も
数
少
な
い
国
境
観
光
、
国
際
観
光
地
と
し
て

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
周
辺
国
家
と
結
ぶ
道

路
や
鉄
道
の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

観
光
関
連
産
業
は
、
西
双
版
納
に
大
き
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
、
観
光
産
業
の
直
接
従
業
員
は

1
・
2
万
人
、
間
接
従
業
員
が
6
万
人
で
あ
る
。

2
0
0
2
年
の
観
光
総
合
収
入
は
15・
91
万
元
と
な
り
、

観
光
産
業
は
州
の
主
要
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
メ
コ
ン
川
を
通
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
国
際
交

流
と
国
際
観
光
開
発
も
注
目
さ
れ
る
。

熱
帯
雨
林
と
焼
畑

西
双
版
納
の
自
然
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
熱
帯
雨
林

で
あ
る
。
世
界
の
熱
帯
雨
林
面
積
は
陸
地
の
6
%

に
過
ぎ
な
い
が
、
地
球
の
生
物
の
74
〜
86
%
が
生

息
し
、
中
に
は
ま
だ
学
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
昆

虫
や
植
物
の
種
も
多
く
生
息
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
世
界
の
熱
帯
雨
林
の
大
半
は
赤
道
か
ら
南

北
に
緯
度
10
度
以
内
に
分
布
す
る
が
、
北
回
帰
線
に

あ
る
西
双
版
納
の
熱
帯
雨
林
は
、
世
界
で
も
珍
し
く

唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

西
双
版
納
の
約
2
7
0
0
㎢
の 

国
家
自
然
保
護

区
域
に
は
、
4
6
0
㎢
の
原
始
林
が
残
さ
れ
て
い

る
。
熱
帯
雨
林
の
「
雨
」
と
は
降
雨
量
の
多
さ
を
指

す
だ
け
で
な
く
、
林
内
が
湿
潤
で
あ
る
た
め
、
昼
間

に
蒸
発
し
た
蒸
気
が
朝
晩
に
な
る
と
葉
に
積
っ
て
水

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

1
9
8
0
年
代
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
に
通
じ
る
門

戸
と
し
て
注
目
さ
れ
、
景
洪
空
港
の
拡
張
、
景
洪
港

の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
現
在
、
バ
ン
コ
ク
と
ラ
オ

ス
ま
で
の
国
際
線
が
運
航
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
タ
イ
、

西双版納を流れる瀾滄江（メコン川）

公園には 族の風習である水かけ祭りを体験できるコーナーが
ある

西双版納には 族が多く暮らす。彼らは
仏教を信仰し、村には必ず寺院がある

西双版納の観光開発小史

1953年 中華人民共和国の自治区になる

1982年 国家風景名勝区に指定。以後、国内観光客が増える

1986年 国家自然保護区に指定される

1990年 景洪空港の開設

1991年 海外観光客数1万人を突破以後、96年頃まで急増

1993年 ユネスコ生物圏保護区ネットワークのメンバーとなる

1995年 中国初の自然生態州に指定される

1998年 国家優秀旅遊都市に選ばれる

1999年 国内観光客250万人、海外観光客5万人に。以後、国内海外ともに安定傾向に
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月曜市場。週一回の市場には、様々な民族が遠くから集まる

市場に来ている 族の女性

上・地元には生息しないラクダも観光化にともない出現　下・観光地で
織物を実演している 族の女性

特集　西双版納で交流文化を考える

伐
採
と
開
拓
な
ど
の
影
響
に
比
べ
れ
ば
、
遥
か
に
小

さ
い
と
い
え
る
。
伝
統
的
に
行
わ
れ
た
焼
畑
農
法
は
、

ご
く
小
さ
な
区
域
の
森
林
を
焼
き
払
う
だ
け
で
あ
っ

た
も
の
の
、
人
口
規
模
が
増
大
し
た
今
日
に
は
、
そ

の
環
境
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
焼
畑
は
、

山
林
や
原
野
の
草
木
を
焼
き
払
い
、
手
早
く
耕
地
を

作
り
、
雑
穀
や
イ
モ
類
な
ど
を
栽
培
す
る
伝
統
的
な

農
法
で
あ
る
。
収
量
が
低
下
し
、
雑
草
が
増
え
る
と
、

数
年
ご
と
に
移
動
し
な
が
ら
作
物
生
産
を
行
う
。
新

し
い
土
地
を
求
め
て
居
住
地
を
変
え
て
い
く
様
子
は

さ
な
が
ら
「
遊
牧
民
族
」
な
ら
ぬ
、
ま
さ
に
「
遊
耕

民
族
」
と
も
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

西
双
版
納
の
ハ
ニ
族
も
、
こ
の
農
法
を
行
っ
て
い

た
。
熱
帯
雨
林
で
は
、
焼
畑
の
た
め
に
林
地
を
切
り

開
く
と
、
激
し
い
風
化
作
用
を
う
け
、
た
ち
ま
ち
土

壌
が
浸
食
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
数
年
ご
と
に
他
の

地
点
へ
移
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
焼
畑
農
耕
民

は
部
族
社
会
を
形
成
し
、
自
給
自
足
的
な
経
済
生
活

を
営
む
こ
と
が
多
い
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

13
の
少
数
民
族
が
居
住

西
双
版
納
に
は
、
州
人
口
の
3
分
の
1
を
占
め
る

族
を
は
じ
め
、
ハ
ニ
族
、
ラ
フ
族
、
プ
ー
ラ
ン
族
、

ジ
ノ
族
な
ど
13
の
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。
ひ
と
つ

の
地
域
で
豊
か
な
民
俗
風
情
を
体
験
す
る
こ
と
が
、

西
双
版
納
観
光
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

観
光
客
に
と
っ
て
民
族
を
判
別
す
る
際
の
特
徴
の

ひ
と
つ
は
、
服
装
で
あ
る
。
主
に
平
野
部
で
居
住
す

る

族
は
、
長
い
筒
状
の
ス
カ
ー
ト
と
短
い
上
着
が

特
徴
で
あ
る
。
山
間
部
で
生
活
す
る
ハ
ニ
族
は
、
逆

に
歩
き
や
す
い
た
め
ス
カ
ー
ト
を
短
く
し
、
日
照
か

ら
皮
膚
を
守
る
た
め
長
袖
の
上
着
を
着
る
。

族
、

ハ
ニ
族
の
祭
の
と
き
、
多
く
の
綺
麗
に
着
飾
っ
た
女

性
た
ち
に
出
会
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と

に
い
ま
や
そ
の
衣
装
の
多
く
は
市
場
で
売
ら
れ
て
い

る
既
製
品
で
あ
る
。
眩
し
く
見
え
る
銀
色
の
飾
り
も

の
も
ア
ル
ミ
鍋
の
打
ち
直
し
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

観
光
化
は
観
光
関
連
業
の
人
々
も
誘
致
す
る

2
0
0
3
年
8
月
に
、
西
双
版
納
で
調
査
し
て

い
た
と
き
、
い
か
に
観
光
化
が
地
域
の
生
活
文
化
を

変
え
る
か
を
実
感
し
た
。

あ
る
日
の
夕
方
、
夕
食
に
出
か
け
よ
う
と
思
っ
て

タ
ク
シ
ー
を
拾
っ
た
ら
、
運
転
手
か
ら
あ
る
村
に
行

く
こ
と
を
薦
め
ら
れ
た
。
そ
の
村
は
市
内
か
ら
そ
れ

ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
郊
外
に
あ
っ
た
。
一
軒
一
軒
の

族
の
家
屋
が
並
ぶ
集
落
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
実

は
そ
れ
は
家
屋
で
は
な
く
、
家
族
単
位
で
経
営
し
て

い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た
。

話
を
聞
く
と
、
農
業
だ
け
で
は
生
計
が
難
し
い
の

で
、
政
府
の
方
針
に
従
い
、
村
民
が
家
族
単
位
で
空

き
地
を
使
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
街
を
建
設
し
た
と
い
う
。

私
た
ち
が
食
事
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
主
人
は
、
遠
く

江
西
省
か
ら
来
た
と
い
う
。
最
初
は
西
双
版
納
で
タ

ク
シ
ー
運
転
手
を
や
っ
て
い
た
が
、
乗
客
の

族
の

若
い
娘
と
知
り
合
っ
て
、
結
婚
に
至
っ
た
。
主
人
は

標
準
語
が
で
き
る
の
で
、
客
引
き
と
料
理
の
説
明
を

担
当
し
、
姑
と
奥
さ
ん
が
台
所
で
一
生
懸
命

族
の

料
理
を
作
っ
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
西
双
版
納
の
「
民
族
風
情
園
」
で
も
、

河
南
省
か
ら
や
っ
て
来
て
、
売
店
を
経
営
し
て
い

る
50
代
の
夫
婦
と
出
会
っ
た
。
も
と
も
と
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
洋
服
の
販
売
を
や
っ
て
い
た
が
、
競
争
が
激

し
く
な
っ
た
の
で
、
中
国
に
戻
り
西
双
版
納
で
売
店

を
経
営
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
観
光
化
は
、
国
内
外
の
観
光
客
だ
け
で

は
な
く
、
観
光
関
連
業
の
人
々
も
誘
致
し
、
地
域
そ

し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
大
き

く
変
え
て
い
る
。
中
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
戸
籍
制
度

が
人
口
の
移
動
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
が
、
近
年
、

経
済
発
展
と
と
も
に
、
そ
の
規
制
が
大
き
く
緩
和
さ

れ
た
。
結
果
と
し
て
、
人
口
の
移
動
が
容
易
に
な
り
、

文
化
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
の
、
地
域
文
化

は
そ
の
特
色
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
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西
双
版
納

族
自
治
州
と
な
っ
て
い
る
が
、13
も
の
少
数
民
族
が
住
ん
で
い
る
。

市
街
地
の
北
部
に
大
き
な
自
由
市
場
が
あ
る
。
こ
の
市
場
は
、
面
積
が
1 

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
市
内
の
6
カ
所
に
あ
っ
た
小
さ
な
市
場
を

整
理
し
て
、
1
9
8
5
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
私
は
、
研
究
の
合
間
に
、

こ
の
市
場
の
店
鋪
の
す
べ
て
を
調
べ
た
（
詳
し
く
は
白
坂
蕃　

1993

）。
こ
の

市
場
に
は
、
全
部
で
3
4
0
も
の
小
売
業
者
が
営
業
し
て
い
た
。
こ
の
う

ち
も
っ
と
も
店
鋪
数
の
多
い
の
は
、
衣
類
な
ど
も
含
め
た
日
曜
雑
貨
を
扱

う
店
（
44
％
）
で
あ
る
。
残
り
の
56
％
が
、
肉
類
（
76
店
）、
蔬
菜
（
約
60
店
）、

果
物
（
15
店
）、
豆
腐
（
6
店
）、
水
産
物
（
6
店
）、
土
産
物
（
27
店
）
で
あ
る
。

小
売
り
店
を
民
族
別
み
る
と
、

族
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
民
族
が
70
％
、

漢
族
は
30
％
で
あ
る
。

営
業
は
も
ち
ろ
ん
許
可
制
で
あ
る
。
生
鮮
食
料
品
は
、
価
格
の
上
限
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
越
え
た
り
、
重
量
が
足
り
な
い
と
罰
金
を
と
ら
れ

る
。
市
場
の
使
用
料
は
売
り
上
げ
の
2
％
で
、
毎
日
、
管
理
局
に
お
さ
め
る
。

市
場
の
管
理
人
は
5
人
で
、
常
時
市
場
の
入
り
口
近
く
に
あ
る
事
務
所
に
い

る
の
で
、
市
場
の
使
用
料
を
払
わ
な
い
不
届
き
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
少

数
民
族
に
は
こ
の
使
用
料
が
免
除
さ
れ
、
漢
族
の
み
が
収
め
て
い
る
。
少
数

民
族
に
対
す
る
優
遇
は
、
産
児
制
限
に
ま
で
お
よ
び
、
有
名
な
「
一
人
っ
子

政
策
」
は
漢
族
の
み
に
適
用
さ
れ
、
多
く
の
少
数
民
族
は
制
限
が
な
い
。

こ
の
市
場
の
利
用
者
は
1
日
に
2 

〜 

2
・
5
万
人
で
、
景
洪
の
人
口
が

3
万
人
で
あ
る
か
ら
、
相
当
に
広
い
範
囲
か
ら
利
用
客
が
集
ま
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
。
私
の
「
景
洪
県
工
商
行
政
管
理
局
」
で
の
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
、売
り
上
げ
の
第
1
位
は
肉
類
で
、市
場
の
総
売
上
の
25
〜
30
％
を
占
め
る
。

肉
類
の
店
鋪
の
中
に
は
、
回
族
、
つ
ま
り
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
た
め
に
、
イ
ス

ラ
ム
の
掟
に
則
っ
て
屠
殺
さ
れ
た
牛
肉
を
売
る
店
も
あ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ

け
て
は
市
場
に
ゆ
く
。
市
場
は
、
そ
の
国
そ
の
地
域
独
特
の
顔
で
あ
り
、
人

び
と
の
堂
々
と
し
た
生
活
と
伝
統
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

雲
南
省
西
双
版
納

族
自
治
州
の
州
都
、
景
洪
の
自
由
市
場
（
農
貿
市
場
）

を
と
り
あ
げ
、
西
双
版
納
の
人
び
と
と
文
化
の
一
側
面
を
伝
え
た
い
（
な
お
、

数
値
は
１
９
８
９
年
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
）。

自
由
市
場
の
発
展

中
国
で
は
、
街
の
中
で
日
本
で
見
か
け
る
よ
う
な
八
百
屋
さ
ん
と
か
魚
屋

さ
ん
に
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
。
野
菜
、
魚
、
肉
な
ど
の
生
鮮
食
料
品
は
、

ほ
と
ん
ど
が
自
由
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
。
生
産
者
が
生
産
物
を
持
ち
込
ん

で
、
直
接
消
費
者
に
販
売
で
き
る
自
由
市
場
は
、
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
も
、

生
産
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

1
9
4
9
年
の
新
中
国
建
国
当
時
、
中
国
に
は
多
く
の
自
由
市
場
が
あ
っ

た
が
、
文
化
大
革
命
の
時
期
に
、
自
由
市
場
は
「
資
本
主
義
の
し
っ
ぽ
」

と
批
判
を
う
け
減
少
し
た
（
片
山
敬
治  1995

）。
し
か
し
な
が
ら
、
国
営
の

流
通
機
構
で
は
掌
握
し
切
れ
な
い
物
資
（
と
く
に
農
産
物
）
を
供
給
す
る
場
所

と
し
て
、
自
由
市
場
に
積
極
的
な
地
位
を
与
え
た
の
は
、
11
期
3
中
全
会

（
1
9
7
8
年
12
月
）
で
、
そ
れ
以
降
、
中
国
で
は
自
由
市
場
が
急
速
に
成
長

し
た
。

　

景
洪
の「
農
貿
市
場
」　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
並
木
の
美
し
い
景
洪
は
人
口
約
3
万
人
で
、
そ
の
多
く

は
漢
族
以
外
の
少
数
民
族
で
あ
る
。
西
双
版
納
は

（
タ
イ
）
族
が
多
い
の
で
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な
ぜ「
市
場
」
を
訪
れ
る
の
か

「
観
光
と
い
う
外
部
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
り
、
農
山
村
が
ど
の
よ
う
に

変
容
す
る
の
か
」と
い
う
の
が
私
の
本
業（
地
理
学
）
で
、ま
た「
地
域
研
究（area 

studies

）」
と
し
て
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
ジ
ア
の
熱
帯
のhill stations

（
高
原

避
暑
地
）、
焼
畑
（
主
と
し
て
中
国
の
雲
南
）、
羊
の
移
牧
（
ア
ル
プ
ス
や
ト
ラ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
）
も
、
私
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
調
査
の
旅
に
出
る
と
、

景チ

ン

ホ

ン洪
の

市
場
に
て

白
坂 

蕃
（
観
光
学
部
）

そ
の
国
そ
の
地
域
の
文
化
が
凝
縮
し
て
い
る
の
が
市
場
だ
。

西
双
版
納
の
州
都
、
景
洪
の
自
由
市
場
か
ら

見
え
て
く
る
人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
と
は
。

自
分
の
本
業
以
外
に
も
、
興
味
を
引
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
筆
者
に

と
っ
て
は
、「
市
場
」
で
あ
る
。

外
国
に
行
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
独
特
の
「
匂
い
」
が
あ
る
と
思
う
。

日
本
に
来
た
外
国
人
に
は
、
そ
れ
は
醤
油
の
香
り
で
あ
る
と
い
う
。
マ
レ
ー

シ
ア
に
住
ん
で
い
た
と
き
、
そ
れ
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
の
香
り
で
あ
る
と

私
は
思
っ
た
。

私
は
、
ど
こ
の
国
、
ど
こ
の
街
を
訪
れ
て
も
、
で
き
る
限
り
時
間
を
み
つ

紫
米
の
強
飯
を
売
る

族
の
女
性
。
自
宅
で
蒸
か
し
て
、
蒸
し
器
の
ま
ま
持
っ
て
く
る



1617 特集　西双版納で交流文化を考える
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に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
に
驚
か
さ
れ
る
。
肉
類
は
、
農
家
が
副

業
と
し
て
育
て
た
家
畜
を
屠
殺
し
て
も
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
国
営
農
場
か

ら
卸
さ
れ
る
も
の
よ
り
新
鮮
で
、
消
費
者
に
評
判
が
よ
い
。
第
2
位
は
蔬
菜

（
25
％
）
で
、
や
は
り
、
生
鮮
食
料
品
が
市
場
の
主
要
な
販
売
品
目
で
あ
る
。

コ
メ
の
色
か
ら
み
え
る
こ
と

こ
の
市
場
に
は
、
日
本
の
鮨
の
原
形
と
い
わ
れ
る
ナ
レ
ズ
シ
（
日
本
で
は

琵
琶
湖
の
フ
ナ
ズ
シ
が
有
名
）
も
売
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
色
と
り
ど
り
の

米
に
つ
い
て
述
べ
る
。

西
双
版
納
を
訪
れ
る
と
、
人
び
と
の
食
べ
て
い
る
コ
メ
の
色
が
さ
ま
ざ
ま

な
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
黒
米
、
紫
米
、
紅
米
、
赤
米
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
中

間
の
色
な
ど
じ
つ
に
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
が
、
赤
米
な
ど
は
、
日
本
の
赤
飯
と
外
観
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
の
方
が
味
が
よ
い
。

日
本
の
赤
飯
は
、
も
と
も
と
コ
メ
自
体
に
色
が
つ
い
て
い
た
。
色
の
つ
い

た
米
は
比
較
的
低
温
に
適
応
し
、
味
は
良
い
が
、
白
米
に
く
ら
べ
る
と
単
位

面
積
当
た
り
の
収
量
が
15 

〜
20
％
も
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
、

赤
い
コ
メ
が
混
じ
っ
て
い
る
と
年
貢
米
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
急
速

に
赤
米
は
駆
逐
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
お
祝
の
と
き
に
は
小
豆
を
い
れ
て
コ

メ
に
色
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
対
馬
や
種
子
島
で

は
神
社
の
神
田
で
赤
米
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
を
、
私
は
観
察
し
た
こ
と
が

あ
る
。
日
本
の
稲
作
は
、
中
国
か
ら
伝
播
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
の
コ
メ
は

赤
米
で
あ
っ
た
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。

景
洪
の
市
場
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
強
飯
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、
紫
色
の

強
飯
が
も
っ
と
も
人
気
が
あ
る
。
バ
ナ
ナ
の
葉
に
包
ん
で
両
手
に
い
っ
ぱ
い

の
量
で
0
・
5
元
（
邦
貨
25
円
）
く
ら
い
で
あ
る
。
米
粒
は
長
く
、
と
て
も

ネ
バ
ネ
バ
し
て
お
り
、
モ
チ
種
で
あ
る
。
こ
れ
を
素
手
で
握
り
、
棒
状
に
し

て
食
べ
る
。
独
特
の
香
り
が
あ
り
、
と
て
も
お
い
し
い
。
食
べ
な
が
ら
、
イ

ネ
の
伝
播
経
路
に
思
い
を
馳
せ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

景
洪
の
市
場
で
考
え
た
こ
と

市
場
に
は
、
そ
の
国
そ
の
地
域
の
文
化
が
凝
縮
し
て
い
る
。
景
洪
の
市
場

を
歩
き
な
が
ら
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

人
間
は
、
古
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
中
で
、
自
ら
の
風
土
と
は
異
な
る

文
化
に
接
し
、
刺
激
を
受
け
た
り
、
知
識
を
吸
収
し
た
り
し
て
、
自
ら
の
生

活
の
糧
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
観
光
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
大
き
く

と
ら
え
れ
ば
文
化
の
交
流
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
異
文
化
と
接
触
し
、
異
文

化
を
体
験
し
、
異
文
化
を
理
解
し
、
異
文
化
を
摂
取
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
旅
は
、
大
な
り
小
な
り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
無
意
識
の
う
ち
に
実
践
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
異
文
化
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
と
き
に
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
るethnocentrism

（
自
民
族
中
心
主
義
）
に
陥
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。参

考
文
献

片
山
敬
治 1995

「
天
津
市
に
お
け
る
自
由
市
場
と
野
菜
流
通
」『
愛
大
史
学
』（
愛

知
大
学
文
学
部
史
学
科
）  pp. 95

〜118
白
坂 
蕃 1993

「
景
洪
の
市
場
と
蔬
菜
」 

吉
野
正
敏
編 『
雲
南
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
』

古
今
書
院  pp. 54

〜91
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上・中国では「人妖」と呼ばれるタイのニューハーフショー (上)。
下・モンラーのカジノの基本はトランプだが、一部では雲南伝統のさいころ賭博も開帳されている（下）

稲
垣 

勉
（
観
光
学
部
）

西
双
版
納
に
接
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
の
町
モ
ン
ラ
ー
は
、

享
楽
的
な
歓
楽
郷
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

中
国
周
辺
で
次
々
に
生
ま
れ
て
い
る

国
境
観
光
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

20

西
双
版
納
の

国
境
の

向
こ
う
側

特集　西双版納で交流文化を考える21



2223

る
ワ
州
統
一
党
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
ワ
州
統
一
党

は
ワ
族
の
民
族
運
動
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ワ
族
、

中
国
系
、
シ
ャ
ン
族
、
ア
カ
族
な
ど
が
連
合
し
た
地

方
政
治
勢
力
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
第
四
特
別
区
は
、
基
本
的
に

タ
イ
・
ル
ー
の
土
地
と
考
え
て
よ
い
。
同
時
に
タ
イ
・

ル
ー
は
タ
イ
・
ク
ン
な
ど
他
の
タ
イ
系
諸
部
族
と
と

も
に
シ
ャ
ン
族
と
い
う
上
位
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
。

ま
た
広
く
見
れ
ば
か
つ
て
の
ラ
ン
ナ
王
国
の
一
部

と
し
て
、
北
タ
イ
、
西
双
版
納
、
北
ラ
オ
ス
な
ど

と
と
も
に
巨
大
な
タ
イ
文
化
圏
の
一
部
を
構
成
し

て
い
る
。

ケ
シ
栽
培
か
ら
観
光
へ

モ
ン
ラ
ー
の
観
光
化
の
歴
史
は
著
し
く
短
い
。
東

シ
ャ
ン
州
の
中
国
国
境
周
辺
が
、
第
二
次
大
戦
後
か

ら
長
く
続
い
た
内
戦
か
ら
安
定
化
に
向
か
っ
た
の
は

1
9
9
0
年
代
初
頭
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
前
述

の
自
治
区
が
成
立
し
、
そ
の
後
観
光
化
の
歴
史
が
始

ま
る
。
モ
ン
ラ
ー
に
お
け
る
観
光
は
わ
ず
か
10
年
程

の
歴
史
し
か
持
っ
て
い
な
い
。

東
シ
ャ
ン
州
は
「
黄
金
の
三
角
地
帯
」
と
呼
ば
れ

る
阿
片
生
産
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
90
年
代
初

頭
ま
で
、
モ
ン
ラ
ー
で
も
大
規
模
な
ケ
シ
栽
培
が
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
旦
停
戦
が
実
現
す
る
と
、

右・野味料理のひとつ野生のコブラ。これ１匹で400元程　中・右手がモンラーの
カジノのひとつ、左手はディスコ　左・東シャン州軍司令官ウー・サイリンによって建
設された麻薬撲滅博物館。阿片の害と、いかに阿片を撲滅したかについて力説する

特集　西双版納で交流文化を考える

モ
ン
ラ
ー
と
い
う
土
地

国
家
の
周
縁
部
で
は
時
と
し
て
き
わ
め
て
特
徴

的
な
観
光
形
態
が
生
じ
る
。
本
稿
で
報
告
す
る
モ
ン

ラ
ー
は
、そ
う
し
た
観
光
開
発
の
一
典
型
と
言
え
よ
う
。

モ
ン
ラ
ー
（
勐
拉
）
は
中
国
の
西
双
版
納

族
自

治
州
と
接
す
る
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
東
シ
ャ
ン
州
の

国
境
の
町
で
あ
る
。
行
政
的
に
は
東
シ
ャ
ン
州
第
四

特
別
区
と
し
て
、
ワ
州
統
一
軍
（U

nited W
a State 

Arm
y-U

W
SA

）
お
よ
び
そ
れ
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る

東
シ
ャ
ン
州
軍
（East Shan States Arm

y-ESSA
）
が

実
効
支
配
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
旧
反
政
府
勢
力
と

ヤ
ン
ゴ
ン
政
府
が
停
戦
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し

た
自
治
区
で
あ
る
。

モ
ン
ラ
ー
を
含
む
東
シ
ャ
ン
州
第
四
特
別
区
の
民

族
構
成
は
、
隣
接
す
る
西
双
版
納
と
ほ
ぼ
同
一
と
考

え
て
良
い
。
谷
あ
い
の
平
地
は
西
双
版
納
で
水

と

呼
ば
れ
る
タ
イ
・
ル
ー
族
に
属
し
て
お
り
、
山
地
は

ア
カ
族
（
中
国
名
・
哈
尼
族
）、ラ
フ
族
、ワ
族
な
ど
様
々

な
少
数
民
が
点
在
し
て
い
る
。
ワ
族
の
自
治
区
と
は

い
え
、
ワ
族
の
人
口
比
は
高
く
な
い
。
東
シ
ャ
ン
州

で
「
ワ
」
と
い
う
言
葉
は
き
わ
め
て
多
義
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
ワ

族
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
政
治
勢
力

と
し
て
の
ワ
州
統
一
軍
お
よ
び
そ
の
政
治
母
体
で
あ

⑴
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超
え
る
特
区
と
し
て
の
権
益
を
与
え
ら
れ
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
賭
博
を
含
む
享
楽

的
な
観
光
開
発
が
可
能
で
あ
る
。

モ
ン
ラ
ー
の
観
光
化
が
進
ん
だ
90
年
代
半
ば
は
、

開
放
政
策
の
成
功
に
と
も
な
う
中
国
の
経
済
発
展
が

地
方
に
も
波
及
し
始
め
た
時
期
と
一
致
し
て
い
る
。

所
得
増
加
に
と
も
な
い
、
一
般
中
国
人
の
間
に
も
旅

行
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
観
光
離
陸

期
の
常
と
し
て
、
観
光
の
様
態
は
洗
練
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
欲
求
の
リ
リ
ー
ス
と
い
う
性
格

が
強
く
、
消
費
性
向
の
高
い
享
楽
的
観
光
が
主
体
を

な
し
て
い
る
。
モ
ン
ラ
ー
に
お
け
る
観
光
開
発
は
、

そ
の
時
点
で
の
中
国
人
観
光
の
性
格
を
き
わ
め
て
う

ま
く
と
ら
え
た
国
境
観
光
と
結
論
づ
け
て
良
か
ろ
う
。

経
済
的
に
は
豊
か
に
な
り
な
が
ら
も
、
査
証
取
得
な

ど
海
外
旅
行
は
一
般
中
国
人
に
と
っ
て
ま
だ
高
嶺
の

花
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
モ
ン
ラ
ー
へ
は
身
分
証
明
書

だ
け
で
簡
単
に
越
境
す
る
こ
と
が
出
来
、
経
済
的
に

急
速
に
発
展
す
る
中
国
と
、
世
界
最
貧
国
の
一
つ
で

あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
格
差
か
ら
心
理
的
に
も
優

位
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
国
外
と
い
う
気
易

さ
か
ら
、
倫
理
的
な
判
断
も
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
。

モ
ン
ラ
ー
で
は
直
接
接
す
る
国
境
と
い
う
地
の
利

を
活
か
し
、
こ
う
し
た
観
光
需
要
を
効
率
的
に
吸
収

共
産
党
政
治
局
の
崩
壊
に
と
も
な
い
、
共
産
党
指
揮

下
の
部
隊
は
い
わ
ゆ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト

と
し
て
軍
閥
化
し
、
こ
れ
が
前
述
の
よ
う
に
90
年
代

に
入
っ
て
ヤ
ン
ゴ
ン
政
府
と
停
戦
協
定
を
結
ん
で
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

停
戦
の
前
提
は
利
権
の
維
持
で
あ
り
、
新
た
な
利

権
の
獲
得
で
あ
る
。
表
面
上
ケ
シ
栽
培
は
消
え
去
っ

た
が
、
タ
イ
で
「
ヤ
ー
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
覚
醒
剤

メ
タ
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
の
主
要
産
地
は
東
シ
ャ
ン
州

で
あ
り
、
そ
の
生
産
に
は
実
効
支
配
勢
力
が
関
わ
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
東
シ
ャ
ン
州
特

別
区
は
自
治
権
の
名
の
下
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
法
を

ミャンマー
東シャン州

西双版納

中国

ラオス
チャイントン

モンラー

打洛
勐混

勐海
景洪

ムアンシン

メコン川

0 10 20 30 km国境
道路

上
・
西
双
版
納
の
中
心
都
市
・
景
洪
か
ら
モ
ン
ラ
ー
ま
で
は
車
で
３
時
間
程
。
途
上
、
勐
海
近
く
の
路
傍
で
犬
肉
ソ
バ
の
朝
食
を
と
る
観
光
客　

中
・
国
境
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
ゲ
ー
ト　

下
・
ヤ
ン
ゴ
ン
政
府
と
反
政
府
勢
力
の
停
戦
実
現
を
記
念
す
る
大
看
板
。
S
P
D
C
（
国
家
平
和
発
展
評
議
会
）
の
キ
ン
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
（
そ
の
後
首
相
と
な
り
失
脚
）
と
、
東
シ
ャ
ン

州
軍
の
司
令
官
ウ
ー
・
サ
イ
リ
ン
（
中
国
名
・
リ
ン
・
ミ
ン
シ
ャ
ン
）

特集　西双版納で交流文化を考える

造
を
つ
く
っ
て
い
く
。
こ
れ
も
単
一
作
物
に
依
存
す

る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
済
と
の
類
似
点
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
ハ
ワ
イ
に
と
っ
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
モ
ン
ラ
ー
に
と
っ
て
は
ケ
シ
栽
培

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

か
つ
て
東
南
ア
ジ
ア
山
地
部
で
は
広
範
に
ケ
シ
が

栽
培
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
ケ
シ
栽
培
は
現
在
き
わ

め
て
強
い
規
制
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
同
時
進
行
す

る
焼
き
畑
禁
止
と
と
も
に
、
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

ケ
シ
栽
培
の
廃
絶
、焼
き
畑
禁
止
と
観
光
と
の
関
連
は
、

大
き
く
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
区
分
で
き
よ
う
。
第
一

は
ケ
シ
栽
培
が
制
度
的
、
組
織
化
さ
れ
て
行
わ
れ
て

き
た
場
合
で
あ
る
。
地
域
経
済
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
組
織
的
な
産
業
の
切
り
替
え
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
単
位
収
益
の
高
い
ケ
シ
栽
培
を
、
ソ
バ
や
西

瓜
な
ど
の
代
替
作
物
で
置
き
換
え
る
こ
と
は
地
域
経

済
の
維
持
か
ら
不
可
能
で
あ
り
、
収
益
性
の
高
い
観

光
が
組
織
的
に
導
入
さ
れ
る
必
然
性
が
生
じ
る
。
モ

ン
ラ
ー
は
こ
の
典
型
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
ケ
シ
栽
培
が
散
発
的
に
行
わ
れ
て
き
た
地

域
で
は
、
ケ
シ
栽
培
の
廃
絶
・
焼
き
畑
禁
止
に
と
も

な
っ
て
、
そ
れ
に
依
存
し
て
き
た
山
地
民
が
生
活
に

行
き
詰
ま
り
、
山
を
下
り
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。
都
市
部
へ
の
流
入
も
一
つ
の
方
向
で
あ
る
が
、

新
興
の
観
光
地
に
流
入
し
、
観
光
に
依
存
し
て
生
活

し
始
め
る
こ
と
も
き
わ
め
て
一
般
的
な
方
向
性
で
あ

る
。
ラ
オ
ス
の
古
都
ル
ア
ン
パ
バ
ン
は
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
来
、
急
速
に
発
展
し
た

観
光
地
で
あ
る
が
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
モ
ン
市

場
で
ク
ラ
フ
ト
類
を
商
う
モ
ン
族
（H

m
ong

）
の
多

く
は
、
こ
う
し
て
移
住
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
移

住
者
と
し
て
耕
す
べ
き
肥
沃
な
土
地
を
持
た
な
い
彼

ら
に
と
っ
て
、
観
光
へ
の
依
存
は
必
然
と
い
え
よ
う
。

享
楽
的
国
境
観
光

さ
て
モ
ン
ラ
ー
に
お
け
る
観
光
化
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

東
シ
ャ
ン
州
で
ケ
シ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
19

世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
。 

ビ
ル
マ
を
併
合

し
た
英
国
が
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次

大
戦
後
、
ケ
シ
栽
培
は
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
中
国
本
土
を
追
わ
れ
て
ビ
ル
マ
領
内
に
逃

げ
込
ん
だ
国
民
党
の
残
党
は
戦
費
調
達
を
阿
片
生
産

で
ま
か
な
い
、
共
産
化
に
対
抗
す
る
米
国
も
そ
れ
を

後
押
し
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
ロ
ー
シ
ン
ハ

ン
や
ク
ン
・
サ
ー
（
中
国
名
・
チ
ャ
ン
・
シ
フ
ー
）
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
麻
薬
王
の
資
金
源
と
な
り
、
80
年
代

以
降
は
東
シ
ャ
ン
州
国
境
地
帯
に
陣
取
っ
た
ビ
ル
マ

共
産
党
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
た
。
89
年
の
ビ
ル
マ

外
資
導
入
で
経
済
発
展
を
目
指
す
ヤ
ン
ゴ
ン
政
府
に

と
っ
て
、
対
外
関
係
の
改
善
上
、
擬
似
的
に
主
権
が

及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
の
ケ
シ
栽
培
は
表
面
上

消
し
去
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
方
他
に
頼
る
べ
き

産
業
も
持
た
な
い
地
域
に
と
っ
て
、
ケ
シ
栽
培
の
禁

止
は
そ
れ
に
代
わ
る
べ
き
産
業
を
必
要
と
す
る
。
ケ

シ
栽
培
の
代
替
産
業
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
観
光

で
あ
っ
た
。

衰
退
す
る
一
次
産
業
を
代
替
す
る
た
め
に
観
光
が

導
入
さ
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
ハ
ワ
イ
の
観
光
は

当
初
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
パ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
農
業
か
ら
の
脱
却
を
大
き
な
目
的
と
し
て
展

開
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
現
在
で
も
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
行
き
詰
ま
り
を
、
観
光
の
導

入
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
言
う
政
策
は
、
キ
ュ
ー

バ
を
は
じ
め
と
し
て
中
米
・
カ
リ
ブ
海
諸
国
を
中
心

に
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
産
業
代
替
プ
ロ
セ
ス
を
、
ハ

ワ
イ
の
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
報
告

書
の
中
で「N

ew
 K

ind of Sugar

」と
表
現
し
て
い
る
。

確
か
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
観

光
も
、
と
も
に
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
開
発
で
あ

り
、
低
廉
な
労
賃
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
。
地
域

経
済
の
観
光
へ
の
特
化
は
、
期
待
に
反
し
て
経
済
を

次
の
発
展
段
階
に
押
し
上
げ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、

む
し
ろ
外
的
環
境
の
変
化
に
対
し
て
脆
弱
な
経
済
構

⑵
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投
資
者
、
軍
閥
を
は
じ
め
利
権
を
求
め
る
地
元
な
ど
、

モ
ン
ラ
ー
の
観
光
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
を
非
難
す

る
こ
と
は
容
易
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
倫
理
的
な
立

場
か
ら
の
批
判
に
、
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
モ
ン
ラ
ー
の
観
光
は
、
国
境
を
挟
む
経
済
的

位
相
差
を
前
提
と
し
た
、典
型
的
な「
弱
者
の
戦
略
」

で
あ
り
、
産
業
的
基
盤
に
も
資
本
の
蓄
積
に
も
恵
ま

れ
な
か
っ
た
人
々
が
採
り
う
る
必
然
的
な
選
択
で
あ

る
。
成
立
過
程
の
不
透
明
さ
、
成
立
し
た
観
光
の
享

楽
的
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
非
難
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
無
か
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
モ
ン
ラ
ー
の
観
光
が
、
第
二
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
第
二
の
ケ
シ
栽

培
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
モ
ン

ラ
ー
は
経
済
の
根
幹
を
す
べ
て
観
光
に
依
存
し
て
い

る
。
し
か
も
そ
の
観
光
は
、
法
的
規
制
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
社
会
意
識
変
化
の
影
響
を
直
接
受
け
る

享
楽
的
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
享
楽
的
観

光
は
、
そ
れ
自
体
で
完
結
す
る
傾
向
が
強
く
、
他
の

観
光
形
態
へ
の
発
展
性
に
欠
け
て
い
る
。
モ
ン
ラ
ー

の
観
光
は
、
外
的
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、
脆

弱
な
基
盤
の
上
に
成
立
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

今
後
周
辺
の
国
境
地
域
で
享
楽
的
観
光
地
間
の
競
争

は
激
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
中
国
人
の

レ
ジ
ャ
ー
意
識
が
徐
々
に
変
化
し
、
そ
れ
に
呼
応
し

て
大
都
市
周
辺
部
で
は
大
規
模
テ
ー
マ
パ
ー
ク
開
発

も
進
ん
で
い
る
。
モ
ン
ラ
ー
に
と
っ
て
現
在
の
繁
栄

が
一
時
の
夢
と
し
て
消
え
去
る
可
能
性
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
。

る
東
シ
ャ
ン
州
第
一
特
別
区
に
は
ラ
オ
カ
イ
と
い
う

モ
ン
ラ
ー
と
同
様
の
国
境
の
歓
楽
街
が
形
成
さ
れ
て

お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
も
中
国
国
境
に
類
似
し
た
歓
楽
街

を
建
設
中
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
西
双
版
納
の

観
光
は
近
年
低
落
傾
向
に
あ
る
。
理
由
の
一
つ
は
大

理
や
麗
江
な
ど
雲
南
省
北
部
の
開
発
が
進
展
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
市
場
を
奪
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
モ
ン
ラ
ー
な
ど
隣
接
す
る
国
境
観
光
の
急
成

長
も
無
視
で
き
な
い
要
因
で
あ
る
。
景
洪
か
ら
モ
ン

ラ
ー
へ
、
毎
日
膨
大
な
数
の
観
光
客
が
移
動
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
途
上
、
か
つ
て
隆
盛
を
ほ
こ
っ
た

景
真
八
角
亭
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

国
境
観
光
に
よ
る
自
国
通
貨
の
流
出
、
西
双
版
納

観
光
の
低
落
に
中
国
側
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
西
双
版
納

族
自
治
州
旅
游
局
で

の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ラ
ー
で
の
身
分
証
明

書
に
よ
る
越
境
者
の
宿
泊
禁
止
な
ど
、
様
々
な
対
策

が
と
れ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
モ
ン
ラ
ー
の
国
境
観

光
を
締
め
上
げ
れ
ば
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
景

洪
の
宿
泊
需
要
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
て
し
ま
う
。

西
双
版
納
観
光
は
き
わ
め
て
難
し
い
局
面
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。

さ
て
ひ
る
が
え
っ
て
、
モ
ン
ラ
ー
の
観
光
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。
倫
理
的
な
立
場
か
ら
観
光
客
、

上・モンラーを2kmも離れれば、のんびりした
農村風景　下・東シャン州には山の中とは思えぬ
豪華な意匠で埋め尽くされた寺院がある。阿片
の経済力がこうした寺院を成立させてきた

注

1） Lintner, Bertil, Burma in Revolt: Opium and 
Insurgency since 1948, Boulder, Westview, 1994

2） Finney, Ben R. and Karen Ann Watson 
eds., A New Kind of Sugar: Tourism in the Pacific, 
Honolulu, East-West Center, 1975

3） Renard, Ronald D., Opium Reduction in 
Thailand 1970-2000: A Thirty-year Journey, 
Chiang Mai, Silkworm, 2001

4） McCoy, Alfred W., The Politics of Heroin in 
Southeast Asia, New York, Harper & Row, 1972 
（堀たお子訳『ヘロイン : 東南アジアの麻薬政治
学』サイマル出版会）

5） Lintner, Bertil, Land of Jade: A Journey 
from India through Northern Burma to China, 
Bangkok, White Lotus, 1990

特集　西双版納で交流文化を考える

い
。
し
か
し
建
前
上
は
、
男

女
同
室
で
の
宿
泊
に
結
婚
証

明
を
要
求
す
る
国
柄
か
ら
見
て
、

中
国
人
の
目
に
モ
ン
ラ
ー
観

光
は
、「
遊
び
の
無
法
地
帯
」

と
映
る
に
違
い
な
い
。

西
双
版
納
の
中
心
都
市
・

景
洪
か
ら
モ
ン
ラ
ー
ま
で
は

車
で
3
時
間
程
、
早
朝
に
は

モ
ン
ラ
ー
を
目
指
す
タ
ク
シ
ー
、

ミ
ニ
バ
ン
、
大
型
バ
ス
が
列

を
な
す
。景
洪
発
の
モ
ン
ラ
ー

1
日
観
光
は
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー

フ
シ
ョ
ー
、
ワ
ニ
の
レ
ス
リ
ン
グ
、
象
の
サ
ッ
カ
ー

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
2
0
0
〜

2
5
0
元
（
2
4
0
0
〜
3
0
0
0
円
）
ほ
ど
で
あ
る
。

物
価
水
準
か
ら
し
て
安
価
で
は
な
い
が
、
極
端
に
高

く
も
な
い
。
し
か
し
モ
ン
ラ
ー
で
の
観
光
は
基
本
的

に
所
得
消
費
型
で
あ
る
。
ツ
ア
ー
料
金
に
は
当
然
、

賭
博
の
掛
け
金
、
買
春
は
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
飲

食
、
酒
代
も
別
立
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
費
や
さ
れ

る
支
出
は
ツ
ア
ー
代
金
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
入

場
料
を
は
る
か
に
上
回
る
。

実
際
に
モ
ン
ラ
ー
の
観
光
を
動
か
し
て
い
る
の

は
、
タ
イ
・
ル
ー
や
ワ
な
ど
地
域
の
人
た
ち
で
は
な

い
。
ホ
テ
ル
や
カ
ジ
ノ
で
働
く
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど

は
中
国
の
服
務
員
証
を
持
っ
た
出
稼
ぎ
で
あ
り
、
売

春
婦
も
同
様
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
や
カ
ジ
ノ
、
ナ
イ
ト

ク
ラ
ブ
は
合
弁
事
業
も
多
く
、
タ
イ
な
ど
の
資
本
が

流
入
し
て
い
る
。
中
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ

め
と
し
て
ヤ
ン
ゴ
ン
政
府
の
強
権
的
体
質
を
公
式
に

非
難
し
て
い
る
国
と
の
合
弁
事
業
さ
え
存
在
し
て
い

る
。
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
原
動
力
と
し
て
の
観
光
は
、

主
義
主
張
を
こ
え
て
投
資
を
吸
引
す
る
。
一
方
地
元

の
人
々
は
享
楽
的
な
観
光
に
手
を
汚
す
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
無
い
。
か
つ
て
貧
し
い
が
故
に
ケ
シ
栽
培
を
強

要
さ
れ
、
共
産
党
軍
に
加
わ
り
そ
の
後
継
で
あ
る
地

方
軍
閥
に
編
入
さ
れ
た
人
々
は
、
現
在
地
方
軍
閥
の

傘
下
に
あ
る
こ
と
で
、
観
光
開
発
か
ら
得
ら
れ
る
利

権
の
分
け
前
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
自
宅
に
衛
星
放

送
受
信
機
を
備
え
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
の
よ
う
な

高
級
車
を
乗
り
回
す
地
元
の
人
々
も
少
な
く
な
い
。

モ
ン
ラ
ー
に
お
け
る
地
元
住
民
の
生
活
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
平
均
水
準
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

モ
ン
ラ
ー
の
将
来

経
済
的
位
相
差
を
積
極
的
に
利
用
す
る
国
境
観
光

は
、
急
速
な
経
済
発
展
を
続
け
る
中
国
周
辺
で
次
々

と
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。モ
ン
ラ
ー
の
北
方
、エ
ス
ニ
ッ

ク
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
で
あ
る
コ
ー
カ
ン
が
実
効
支
配
す

す
る
装
置
と
し
て
、
観
光
が
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。

モ
ン
ラ
ー
に
お
け
る
観
光
の
柱
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と

セ
ッ
ク
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
町
中
に
は
カ
ジ
ノ

が
林
立
し
、
夜
に
は
売
春
婦
が
町
に
あ
ふ
れ
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
ワ
ニ
の
レ
ス
リ
ン
グ
、
象
の
サ
ッ
カ
ー
、

タ
イ
の
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
シ
ョ
ー
、
ロ
シ
ア
女
性
の
ス

ト
リ
ッ
プ
、
見
世
物
化
さ
れ
た
少
数
民
な
ど
享
楽
的

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
さ
ま
ざ
ま
取
り
揃
え
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
ミ
ク
ロ
ワ
ー
ル
ド
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
で
は
風
俗
的
営
業
が
行
わ

れ
、
ホ
テ
ル
は
堂
々
と
客
室
を
時
間
売
り
し
て
い
る
。

中
国
国
内
で
も
売
春
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な

上
・
野
外
飲
食
店
。
夜
に
は
売
春
婦
と
そ
れ
を
物
色
す
る
男
た
ち
が
集
ま
る　

下
・
同
じ
さ
い
こ
ろ
賭
博
で

も
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
形
式
の
も
の
、
さ
い
こ
ろ
に
は
数
字
で
は
な
く
、
動
物
が
描
か
れ
て
い
る　
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『
交
流
文
化
』
で
は
毎
号
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
学
生
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

今
号
で
は
第
1
回
目
と
し
て
、
東
京
・
神
楽
坂
地
区

で
２
０
０
４
年
夏
に
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
報
告
す
る
。 新

宿
区

神
楽
坂
の

観
光
調
査

「
交
流
文
化
」フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

意
識
お
よ
び
移
動
パ
タ
ー
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

神
楽
坂
は
か
つ
て
東
京
を
代
表
す
る
花
街
で
あ
り
、

花
柳
界
と
地
元
商
店
街
が
一
体
と
な
っ
た
街
区
を
形

成
し
て
き
た
。
花
柳
界
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

「
粋
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
結
果
と
し
て
残
さ
れ
た
路
地

の
風
情
が
人
を
呼
び
、
飲
食
店
な
ど
の
新
規
開
業
も

あ
っ
て
、
新
し
い
界
隈
型
観
光
地
と
し
て
変
貌
し
、

地
域
的
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

来
街
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
実
施

調
査
は
観
光
学
部
の
稲
垣
研
究
室
と
杜
研
究
室
が

担
当
。
総
計
30
名
以
上
の
学
生
が
参
加
し
、
空
間
構

造
の
変
化
を
知
る
た
め
に
、
地
区
内
の
営
業
施
設
、

住
戸
を
悉
皆
訪
問
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

ま
た
来
街
者
へ
の
聞
き
取
り
、
来
街
者
の
移
動
パ

タ
ー
ン
を
追
跡
調
査
す
る
こ
と
で
意
識
と
行
動
と
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
通
じ
て
、
神
楽
坂
と
い
う
地

域
に
対
す
る
地
元
住
民
の
認
識
と
来
街
者
の
認
識
と

の
間
に
は
、
か
な
り
の
落
差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
来
街
者
は
神
楽
坂
へ
の
来
訪
目
的

を
「
街
歩
き
」
と
い
っ
た
感
覚
で
と
ら
え
て
お
り
、

行
政
の
考
え
る
観
光
と
い
う
枠
組
み
と
は
か
な
り
の

隔
た
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
地

域
イ
メ
ー
ジ
は
、
地
域
住
民
の
認
識
だ
け
で
形
成
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
元
住
民
と
来
街
者
の
相
互

作
用
を
通
じ
た
交
渉
過
程
で
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
相
互
作
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

「
粋
な
イ
メ
ー
ジ
」と
路
地
の
風
情

新
宿
区
神
楽
坂
の
観
光
調
査
は
、
立
教
大
学
と
新

宿
区
と
の
間
で
結
ば
れ
た
協
力
協
定
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
。
協
力
協
定
は
新
宿
区
の
商
業
振
興
、

観
光
行
政
な
ど
に
対
す
る
立
教
大
学
の
学
問
サ
イ
ド

か
ら
の
協
力
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
生
じ
る
教
育
機

会
の
利
用
を
主
な
柱
と
し
て
い
る
。

今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、
観
光
に

と
も
な
う
神
楽
坂
の
空
間
構
造
の
変
遷
、
来
街
者
の

01

立
教
大
学
観
光
学
部　
稲
垣
・
杜
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

池袋

新宿

神楽坂

四谷

飯田橋

秋葉原

東京

★

文京区

新宿区

千代田区

調査の概要
調査日　2004年7月30日（金）、31日（土）
調査内容　土地利用調査、来街者アンケート、
来街者行動追跡調査
調査者　立教大学観光学部　稲垣・杜ゼミ
ナール

参加学生の声

中島暁子 (観光学部観光学科4年)

　私が担当した調査項目は土地利用、建物各
階の利用形態であり、地番に従って個々に割
り振られた担当街区をくまなく調べることとな
った。調査期間中は酷暑で、坂の上り下りも多
く体力的には大変だった。しかし一歩路地を
入れば、銭湯など昔ながらの町並みが残って
おり、新宿、都心といったイメージをいい意味
でくつがえす、何か懐かしさを感じさせる自分
も住んでみたい街だと感じた。

吉川裕子 (観光学部観光学科３年)

　主として観光客の追跡調査とアンケートによ
る来街者の意識調査を担当した。意識調査で
は泊まりがけで東京に遊びに来ていながら、
自分自身を観光客とは考えていない来街者が
多く見られ、行政側のとらえ方と来街者の意識
との間には大きな落差が見受けられた。これ
は予想外の結果であった。かつて花街として
栄えた神楽坂を、集客力の高い商業地域とし
て発展させるためには、行政側の視点だけで
なく、変化する来街者の意識にあわせた対応
が是非とも必要と感じた。

28新宿区神楽坂の観光調査

撮影／稲垣徳文



30

調査のスタート地点は
善国寺（毘沙門天）から。神楽
坂まちづくりの会の水野正雄氏
の案内で、地区内の歴史的な
寺社や特徴的な坂、趣のある
横丁などを歩く。　
花街だった神楽坂には料

亭が残っている。料亭『千月』
のご主人ににぎわいを見せて
いた当時の話、最近の料亭事
情などをうかがう。

芸妓組合で芸者さんの
踊りの稽古を見学する。

神楽坂を代表する芸者、
夏栄姐さんに話を聞く。

著名な作家や脚本家
たちが原稿書きのために宿泊
したため「ホン書き旅館」と呼
ばれる『和可菜』の女将、和田
敏子さんに野坂昭如や山田洋
次らの滞在当時の話をうかがう。
神楽小路、みちくさ横丁、

芸者新路、かくれんぼ横丁など、
神楽坂には花街ゆかりの路地
の名がいくつも見られる。
茶器やお椀、盆、花台など

の漆器が並ぶ山下漆器店とそ
のご主人。
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アンケートの結果（一部）
神楽坂来街者の来街目的、
観光資源認識などを中心に

32

＊アンケートの概要
調査日　2004年8月～11月
調査内容　住民、事業所、来街者へのアンケート
調査数　住民（145名）、事業所（49名）、来街者（195名）

神楽坂来街者の来街目的 神楽坂来街者の満足度

神楽坂住民・事業所・来街者の認識度分布

寺院を見る

45.1

16.411.8

31.8

3.6

5.1
11.8

5.1

食事

買い物路地を見る

散策

特にない
イベント参加

その他

回答なし

注： ❶善国寺（毘沙門天）　❷赤城神社（赤城元町）　

❸神楽坂まつり　❹本多横丁　❺筑土八幡神社　❻軽

子坂　❼若宮神社　❽宮城道雄記念館　❾芸者新道　

10袖摺坂　11仲通り　12光照寺（袋町15）　13かくれん

ぼ横丁　14地蔵坂　15ゆれい坂　16瓢箪坂　17相生坂

18夏目漱石誕生の地（喜久井町）　19左内坂　20竜門寺

21尾崎紅葉旧宅跡　22多聞院（弁天町）　23夏目漱石終

焉の地（早稲田南町）　24新坂　25長源寺　26法正寺　

27宗参寺（弁天町）　28兵庫横丁　29御殿坂　30浄輪寺

（弁天町）　31歌坂　32誓閑寺（喜久井町）　33来迎寺

（喜久井町）
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これらのアンケート結果からは、来街者の神楽坂に対する満足度は決して低くはないものの、
地元住民と来街者の地域に対する認識には大きな隔たりが存在していることが明らかである。
来街者は、神楽坂を散歩や食事といったきわめて日常的なレジャー目的のために訪れる場
所として認識しており、たとえ宿泊をともなう旅行の一部として訪れる場合でも、自らを観光
客とは認識してはいない。

「
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
教
育
」の
柱―

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

立
教
の

観
光
教
育

国
内
は
も
と
よ
り
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
か
ら
ブ
ー
タ
ン
ま
で

学
部
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
教
育
」
は
こ
れ
ら
だ

け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
現
場
体

験
が
多
く
の
場
合
、
予
想
を
裏
切
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
で
あ
る
。
観
念
的
に
考
え
て
い
た
論
理
と
現

実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
る
疑
問
、
こ
れ
を

も
と
に
し
た
問
題
意
識
の
形
成
こ
そ
が
、
観
光
学

部
に
お
け
る
教
育
の
源
泉
と
な
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
指
導
す
る
教
員
の
役
割
は
、
現
場
で
の

指
導
、
事
後
的
な
指
導
を
通
じ
て
、
学
生
の
素
朴

な
疑
問
を
問
題
意
識
に
ま
で
転
化
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。

大
学
教
育
の
目
的
は
、
4
年
間
の
学
習
に
よ
っ

て
社
会
人
と
し
て
の
知
的
な
素
養
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
職
業
人
と
し
て
必

要
な
実
際
的
知
識
や
、
大
学
院
で
要
求
さ
れ
る
分

析
方
法
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
要
請
さ
れ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
一
連
の
教
育
を
背
後
か
ら
支

え
る
の
は
、
学
生
自
身
の
問
題
意
識
に
他
な
ら
な

い
。
学
問
こ
と
に
社
会
科
学
は
日
常
世
界
に
基
盤

を
お
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
文
献
を
渉
猟
し
抽

象
的
な
レ
ベ
ル
で
問
題
意
識
を
構
成
し
て
い
く
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

し
か
し
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
現
場
体
験
か
ら
生
ま

れ
る
問
題
意
識
は
観
念
的
な
そ
れ
に
比
べ
、
い
か

に
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
き
わ
め
て

強
靱
で
あ
り
研
究
・
学
習
を
進
め
て
い
く
上
で
き

わ
め
て
大
き
な
力
に
な
る
。
観
光
学
部
が
推
進
し

て
き
た
「
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
教
育
」
と
は
、
こ
の

現
場
で
生
ま
れ
る
強
靱
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ

た
教
育
を
指
し
て
い
る
。

立
教
大
学
観
光
学
部
は
「
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
教

育
」を
標
榜
し
て
い
る
。こ
の
大
き
な
柱
が
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

第
2
〜
4
学
年
に
配
置
さ
れ
て
い
る
演
習
、
学

生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
作
っ
て
講
義
を
組
み
立
て
る

自
由
研
究
を
中
心
に
、
観
光
学
部
で
は
様
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
。

実
行
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
伝

統
的
な
地
域
研
究
の
枠
組
み
に
よ
る
観
光
地
域
調

査
か
ら
、
農
村
観
光
に
お
け
る
農
業
体
験
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
自
然
体
験
、
起
業
の
現
場
ま
で
多

様
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
も
国
内
は
も
と
よ
り
、

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
か
ら
ブ
ー

タ
ン
ま
で
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

様
々
な
現
場
体
験
が
学
生
の
当
面
の
満
足
感

に
つ
な
が
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
観
光

新宿区神楽坂の観光調査33



35 私のカンニバル・ツアーズ

『
カ
ン
ニ
バ
ル
・
ツ
ア
ー
ズ
』
と
い
う
映
画
が
あ
る
。「
人
食
い
旅
行
」
と
い

う
意
味
に
な
る
こ
の
映
画
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
映
像
作
家
デ
ニ
ス
・
オ

ル
ー
ク
の
1
9
8
7
年
の
作
品
で
あ
り
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
セ
ピ
ッ

ク
川
流
域
で
行
わ
れ
る
ク
ル
ー
ズ
観
光
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
ク
ル
ー
ズ
観
光
は
、
現
在
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
の
典
型
的
な
例
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
映
画
は
観
光
と
い
う
現
象
の
持
っ

て
い
る
様
々
な
問
題
を
、
極
端
な
形
で
描
き
出
し
て
い
る
の
で
有
名
で
あ
る
。

首
狩
り
が
行
わ
れ
て
い
た
地

こ
の
映
画
の
舞
台
で
あ
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
セ
ピ
ッ
ク
地
域
は
、

電
気
も
水
道
も
な
い
、
近
代
化
の
影
響
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
地
域
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
接
触
す
る
前
は
、
部
族
間
戦
争
が
行
わ
れ
、
首
狩

り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
観
光
客
と
し
て
や
っ
て
く

る
人
た
ち
は
既
に
世
界
中
を
回
り
、
あ
り
き
た
り
の
観
光
で
は
物
足
り
な
く

な
っ
た
人
た
ち
で
あ
り
、
昔
、「
人
食
い
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
、

典
型
的
な
「
未
開
の
地
」
で
あ
る
こ
の
地
域
を
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

観
光
客
は
エ
ア
コ
ン
の
き
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
、
船
内
で
豪
華
な
三

食
を
と
り
な
が
ら
、
川
沿
い
の
村
を
訪
ね
る
。
村
で
現
地
の
伝
統
的
な
踊
り

を
見
た
り
、
伝
統
的
な
彫
刻
作
品
を
土
産
物
と
し
て
に
買
っ
た
り
し
て
楽
し

む
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
ま
だ
あ
ま
り
観
光
客
が
や
っ
て
き
て
い
な
い
と
さ
れ
る「
未
開
の
」

地
を
求
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
る
の
だ
が
、
映
画
で
は
観
光
客
が
そ
の
地
を

「
商
業
化
」
し
、「
観
光
化
」
し
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
の

地
域
の
多
く
の
村
に
は
「
精
霊
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
り
、
儀
礼
の

中
心
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
中
に
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
終
え
た
男
性
し
か
入
れ
ず
、
女
性
や
子
供
は
入
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
映
画
の
中
で
は
、
旅
行
客
か
ら
現
金
を
と
っ
て
こ
の

精
霊
の
家
に
客
を
案
内
す
る
場
面
が
出
て
く
る
。「
な
ぜ
旅
行
客
を
精
霊
の

家
に
入
れ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
し
て
、
村
人
は
悪
び
れ
ず
に
「
金

の
た
め
だ
」
と
答
え
る
。
現
金
を
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
秘
密
と

さ
れ
る
場
所
も
観
光
客
に
公
開
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

値
切
り
の
交
渉
を
楽
し
む
裕
福
な
人
び
と

ま
た
、
こ
の
カ
ン
ニ
バ
ル
・
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
観
光
客
が
土
産
物
を
買
う

シ
ー
ン
が
何
度
か
出
て
く
る
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
造
形
芸
術
で
有
名

な
地
域
で
あ
り
、
仮
面
や
彫
像
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の

も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
仮
面
や
彫
像
は
、
本
来
は
儀
礼
用
の

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
が
観
光
客
へ
売
る
た
め
の
も

の
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
観
光
客
は
こ
の
よ
う
な
仮
面
や
彫
像

を
土
産
物
と
し
て
買
う
の
だ
が
、
彼
ら
は
そ
こ
で
値
切
り
の
交
渉
を
楽
し
む
。

ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
人
々
は
裕
福
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
り
、
そ
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
現
地
で
売
ら
れ
て
い
る
土
産
物
の
価
格
は
た
い
し
た
金
額
で
は

な
い
。
し
か
し
、彼
ら
は
そ
れ
で
も
値
切
り
の
交
渉
を
し
て
、多
少
安
く
な
っ

た
と
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
映
画
の
中
で
は
、
土
産
物
を
値
切
る
観
光
客
を
見
て

村
の
老
人
が
つ
ぶ
や
く
。「
我
々
が
店
で
物
を
買
う
時
、
値
切
る
こ
と
は
し

な
い
。
言
わ
れ
た
値
段
で
買
う
だ
け
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
観
光
客
は
土

産
物
を
買
う
時
、値
切
る
の
だ
ろ
う
か
。金
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
に
。」

こ
こ
で
は
、
観
光
客
と
そ
れ
を
迎
え
る
現
地
住
民
と
の
圧
倒
的
な
立
場
の
違

私のカンニバル・ツアーズ
豊田由貴夫（文学部）

「人食い」が行われていたとされる未開の地を訪ねる

パプアニューギニア豪華遊覧船の旅。

 クルーズ船「メラネシアン・ディスカバラー」

クルーズの参加者たち（中央は案内人） 水上部落でのカヌーライド 観光客に民芸品を並べる村の人々
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世
界
の
中
央
に
対
し
て
周
縁
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
縁
部
が
持
っ

て
い
る
中
央
依
存
の
性
格
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
批
判

も
あ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
文
化
を
魅
力
と
し
て
観
光
を
行
う
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
（
そ
れ
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
観
光
の
場
合
、

か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
だ
が
）、
こ
の
セ
ピ
ッ
ク
・
ク
ル
ー
ズ
の
よ
う

な
観
光
は
、
様
々
な
問
題
点
を
持
つ
他
の
旅
行
方
法
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
こ

の
地
域
の
観
光
と
し
て
は
か
な
り
有
効
な
方
法
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
観
光
方
法
は
、
交
通
網
や
宿
泊
施
設
が
十
分
に
確
保

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
快
適
な
宿
泊
施
設
を
確
保
し
な
が
ら
直
接
的
に

伝
統
文
化
を
味
わ
え
る
方
法
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
観
光
の
持
っ
て
い
る
様
々
な
問
題
点
を
自
ら
観
察
し
よ
う
と
思
っ
て

こ
の
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
参
加
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ク
ル
ー
ズ
船
で
５
日

間
を
過
ご
し
た
後
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
多
く
の
工
夫
に
感
心
し
、
総
じ
て

「
満
足
」
し
て
し
ま
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

る
時
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
容
易
に
体
験
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
交
通
網
が

未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
文
化
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
ま
で

移
動
す
る
の
は
時
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
ま
た
宿
泊
施
設
が
十
分
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
国
際
的
な
水
準
を
保
つ
宿
泊
施
設
か
ら
伝
統
的
な
村
落

へ
の
移
動
は
、
か
な
り
の
制
約
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、

こ
の
セ
ピ
ッ
ク
・
ク
ル
ー
ズ
は
、
伝
統
文
化
を
楽
し
む
と
い
う
意
味
で
は
、

そ
れ
に
と
も
な
う
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
解
決
し
て
い
る
観
光
の
方
法
で
あ

る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
快
適
な
宿
泊
施
設
を
確
保
し
な
が
ら
、
水
上
と

い
う
交
通
手
段
を
介
し
て
、
伝
統
文
化
を
保
持
し
て
い
る
場
所
ま
で
直
接
移

動
す
る
、
と
い
う
方
法
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
光
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
圧
倒
的
な
力
関
係
の
不
均
衡
の

上
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
、
事
実
、
カ
ン
ニ
バ
ル
・
ツ
ア
ー

ズ
の
映
画
で
は
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

に
「
未
開
」
な
「
変
化
し
て
い
な
い
」
伝
統
文
化
を
売
り
物
に
す
る
の
は
、

私のカンニバル・ツアーズ

『CANNIBAL TOURS』
　パプアニューギニアのセピック川流域は、現在で
も電気も水道設備もない、近代化の影響から取り残
されたような地域。そこでは豪華な遊覧船によるク
ルーズ観光が行われている。観光客たちは、既に世
界中を回り、ありきたりの観光では物足りなくなった人
たちで、昔、「人食い」が行われていたとされる、典
型的な「未開の地」であるこの地域を訪れる。エア
コンのきいた遊覧船に乗り、船内で三食をとり、船が
川沿いの村に着くたび、そこを訪ねる。村で現地の
伝統的な踊りを見たり、村人と一緒に記念撮影をし、
伝統的な彫刻作品を土産物として買ったりして楽し
む。本作品はそのような観光客と村人との接触の様
子を描いたドキュメンタリーフィルム。オーストラリア
の映像作家デニス・オルークの1987年の作品。

「セピック・クルーズ」
スケジュール案内

○ １日目
19：30　マダン（Madang）を出港
この日のディナーが歓迎パーティーのような性格を
持つ。外洋を航海して、セピック川を河口から入る。

○２日目
午前：スピードボートで、セピック川河口近くのコパ
ル村を訪問。
午後：ムリックレイク（海岸近くにある淡水湖）のメ
ンダム村を訪問。

○３日目
午前：カンバランバの水上部落を訪問。
午後：モイム村とモイム小学校を訪問。

○４日目
午前：アンゴラム村を訪問　村内のマーケットを見
る。
午後：反対側のアンゴラム・セトゥルメント（分村）
を訪問。さらにビン川（セピック川支流）に入り、パ
ンキン村とビン村へ。

○５日目
8：00　マダン着

船内のバーと談話室

に
世
界
中
を
回
っ
て
き
た
客
ば
か
り
な
の
で
、
様
々
な
観
光
地
の
話
題
が
飛

び
交
う
こ
と
に
な
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
村
を
訪
ね
る
際
に
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
り
換
え
て

移
動
す
る
。
村
で
伝
統
的
な
踊
り
や
民
芸
品
の
展
示
、
カ
ヌ
ー
ラ
イ
ド
な
ど

を
楽
し
む
の
だ
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
時
の
経
験
で
あ
り
、
２
、３
時
間
ほ

ど
村
で
過
ご
し
た
後
は
ま
た
ク
ル
ー
ズ
船
に
戻
り
、シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
（
村

で
の
滞
在
に
よ
る
「
汚
れ
」
を
取
り
去
り
）、
船
内
の
快
適
な
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行
は
高
級
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と
い

う
性
格
も
あ
る
の
だ
が
、
意
外
だ
っ
た
の
は
、
同
時
に
こ
の
ク
ル
ー
ズ
が
現

地
の
文
化
を
勉
強
す
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

れ
は
カ
ン
ニ
バ
ル
・
ツ
ア
ー
ズ
の
映
画
で
批
判
さ
れ
た
こ
と
を
克
服
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
毎
日
夕
食
前
に
は
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
現
地
の
文
化
に
関

す
る
説
明
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
夕
食
の
後
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
文

化
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
が
上
映
さ
れ
る
。
こ
の
レ
ク

チ
ャ
ー
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
、
観
光
客
は
現
地
の

文
化
の
表
面
的
な
理
解
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
や
背
景
に
つ
い
て
も
知
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ク
ル
ー
ズ
観
光
が
持
つ
合
理
性

そ
し
て
伝
統
文
化
を
体
験
し
よ
う
と
す
る
観
光
と
し
て
こ
の
ク
ル
ー
ズ
観

光
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
こ
の
観
光
形
態
の
持
つ
合
理
性
が
見
え
て

く
る
。
観
光
と
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
伝
統
文
化
を
楽
し
も
う
と
す

い
が
示
さ
れ
る
。

実
は
こ
の
映
画
に
出
て
く
る
ク
ル
ー
ズ
観
光
は
、
今
で
も
「
セ
ピ
ッ
ク
・

ク
ル
ー
ズ
」
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
私
は
セ
ピ
ッ
ク
川
流
域
を
ず
っ
と
調

査
し
て
き
た
の
で
、
村
か
ら
こ
の
ク
ル
ー
ズ
船
を
時
々
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
文
化
の
商
品
化
」、「
伝
統
の

創
造
」
な
ど
と
い
う
、
文
化
人
類
学
で
話
題
に
な
る
概
念
を
教
え
る
た
め
に
、

こ
の
映
画
を
時
々
授
業
で
使
っ
て
き
た
。

私
は
映
画
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
前
々
か
ら
こ
の
ク
ル
ー

ズ
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
最
近
ど
う
も
オ
ー
ナ
ー
が
船
を
手
放

し
た
が
っ
て
い
る
ら
し
い
と
か
、
そ
ろ
そ
ろ
ク
ル
ー
ズ
自
体
が
な
く
な
り
そ

う
だ
と
い
う
噂
を
聞
い
て
（
し
か
し
そ
の
噂
は
ど
う
や
ら
事
実
で
は
な
い
こ
と
が

後
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
）、
い
つ
も
は
村
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
を
見
て
い
る
の
だ
が
、

今
度
は
逆
の
立
場
か
ら
村
を
見
て
み
よ
う
と
思
い
、
思
い
切
っ
て
分
不
相
応

な
大
金
を
は
た
い
て
こ
の
ク
ル
ー
ズ
観
光
に
参
加
し
て
み
た
の
だ
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
て
の
第
一
印
象
は
、
予
想
通
り
、
そ
こ
で
は
現
地
住

民
の
生
活
と
は
か
け
離
れ
た
、
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
観
光
が
体
験
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ク
ル
ー
ズ
船
の
部
屋
は
す
べ
て
エ
ア
コ
ン
の
施
設
が
あ
り
、
各
部
屋
に
は

洗
面
所
と
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
船
の
中
は
操
縦
室
を

除
い
て
は
自
由
に
行
き
来
が
で
き
、
自
分
の
部
屋
以
外
に
船
の
デ
ッ
キ
や
船

内
の
談
話
室
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ッ
キ
に
は
椅
子
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
が
自
由
に
飲
め
る
設
備
が
あ
る
。
ま
た
夕
方
に
は

談
話
室
に
バ
ー
が
開
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
飲
み
物
も
飲
め
る
よ
う
に
な
る
。

食
事
は
船
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
と
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
テ
ー
ブ
ル
を
と

も
に
し
た
他
の
客
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
観
光
客
は
既

©Camerawork Pty Ltd
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読
書

案
内

特
集
テ
ー
マ
に
関
係
の
あ
る
書
籍

の
紹
介
。
今
号
は
、
地
理
学
者
と

写
真
家
に
よ
る
中
国
雲
南
省
と
の

魅
力
的
で
幸
せ
な
出
会
い
の
記
録
。

本
書
は
一
九
八
六
、八
八
年
の
二

回
に
わ
た
り
吉
野
正
敏
を
団
長
に
実

施
さ
れ
た
中
国
・
雲
南
省
に
お
け
る

地
理
学
術
調
査
の
記
録
で
あ
る
。
学

術
調
査
記
録
と
い
っ
て
も
、
学
問
的

報
告
書
と
言
う
よ
り
も
、
学
問
的
成

果
を
易
し
く
解
説
す
る
啓
蒙
書
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
雲
南
を
旅
し
た
研
究

者
の
旅
行
記
、
紀
行
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。
学
問
的
な「
フ
ィ
ー
ル
ド
行
」

と
い
え
ど
、
も
っ
と
も
基
層
的
な
部

分
に
お
い
て
は
、
観
光
と
大
き
く
変

わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
に
共
通

す
る
の
は
「
他
者
へ
の
興
味
」「
旅

に
お
け
る
発
見
へ
の
期
待
」で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
学
問
領
域
に
よ
っ
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
研
究
者
と
観

光
者
と
い
う
二
面
性
を
ど
の
よ
う
に

処
理
し
て
い
く
か
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
。
社
会
学
で
は
ツ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
観
察
者
自
身
を
表
に
出

す
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
い
。「
ツ
ー

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
分
」
は
消
し
去

ら
れ
、
客
観
的
な
視
点
の
み
が
仮
想

さ
れ
て
い
く
。
社
会
学
が
ツ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
観
察
者
を
想
定
す
る
の
は
、

内
観
的
な
方
法
に
よ
っ
て
観
光

の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

言
う
特
殊
な
研
究
の
み
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
、
地
理
学
は
非
常

に
お
お
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
お
お
ら
か
さ
が
、
本
書

を
き
わ
め
て
魅
力
的
な
も
の
に

し
て
い
る
。
人
文
地
理
、
気
象
、

土
壌
な
ど
様
々
な
専
門
家
が
、

「
秘
境
・
雲
南
」
で
の
発
見
や
驚

き
を
語
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト

と
の
人
間
的
な
交
流
に
つ
い
て

情
感
を
込
め
て
記
述
す
る
。
調

査
許
可
取
得
上
の
行
き
違
い
、
交
通

機
関
の
遅
延
や
運
休
、
現
地
サ
ポ
ー

ト
体
勢
の
不
備
、
小
さ
な
文
化
摩
擦

な
ど
、
調
査
を
実
行
す
る
上
で
の
苦

労
も
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
苦
労
を
含
め
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
た
研
究
者
が
そ
れ

を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
楽
し
み
は
十
分
に

読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
普
通

な
ら
研
究
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
し
ま

う
個
人
的
な
感
情
や
感
動
を
表
に
出

す
こ
と
で
、
個
人
レ
ベ
ル
の
興
味
が
研

究
に
結
実
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
追
体
験

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
初
学
者

に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

本
書
の
も
と
に
な
っ
た
研
究
は

主
と
し
て
西
双
版
納
を
対
象
に
し
て

い
る
。
調
査
隊
は
省
都
・
昆
明
か
ら

西
双
版
納
の
中
心
都
市
・
景
洪
ま

で
、
一
旦
飛
行
機
で
思
茅
に
飛
び
、

ジ
ー
プ
に
揺
ら
れ
て
五
時
間
か
け
て

到
着
し
て
い
る
。
現
在
な
ら
直
行
便

で
四
〇
分
程
の
飛
行
で
あ
る
。

わ
ず
か
十
数
年
の
間
に
西
双
版
納

は
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
変
化
を

知
る
上
で
も
、
本
書
は
貴
重
な
資
料

と
言
え
よ
う
。

雲
南
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

吉
野
正
敏 

著

古
今
書
院　

2
4
2
7
円
＋
税

「
秘
境
・
雲
南
」の

変
化
を
知
る

貴
重
な
資
料

B
ook Review日

本
人
は
ル
ー
ツ
探
し
が
好
き
だ

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
日

本
人
の
始
祖
、あ
る
い
は「
日
本
的
」

と
い
わ
れ
る
文
化
の
根
元
を
他
地
域

に
も
と
め
、
日
本
人
と
他
者
を
結
び

つ
け
よ
う
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
そ

の
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
一
例
が
中
尾

佐
助
に
よ
る
照
葉
樹
林
文

化
論
で
あ
ろ
う
。

中
尾
は
ブ
ー
タ
ン
か
ら

本
州
に
至
る
照
葉
樹
林
帯

に
文
化
的
連
続
性
を
認
め
、

文
化
伝
播
、
人
の
移
動
を

構
想
す
る
。
し
か
し
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
い
か
に
ま

じ
め
な
意
図
で
出
発
し
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
ル
ー

ツ
探
し
に
お
い
て
語
ら
れ

る
の
は
研
究
者
の
直
感
で

あ
り
、
文
化
の
表
層
部
分
に
お
け
る

類
似
性
で
し
か
な
い
。
実
証
的
事
実

が
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
読
者

は
時
と
し
て
と
ん
で
も
な
い
妄
説
に

つ
き
合
う
は
め
に
陥
る
。

雲
南
は
照
葉
樹
林
帯
に
位
置
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ロ
マ
ン
に
満
ち

た
ル
ー
ツ
探
し
の
中
で
主
役
の
一
つ

を
演
じ
て
き
た
。本
書
は
広
く
見
れ
ば
、

こ
の
ル
ー
ツ
探
し
の
系
譜
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
本
書
は
他
の

ル
ー
ツ
探
し
に
見
ら
れ
る
、
あ
る
種

の
仰
々
し
さ
、
重
苦
し
さ
と
は
無
縁

で
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
が
日
本
人
と

い
う
集
団
の
ル
ー
ツ
探
し
で
は
な
く
、

著
者
自
身
に
よ
る
個
別
的
な
ル
ー
ツ

探
し
の
記
録
で
あ
り
、
著
者
自
身
さ

え
は
っ
き
り
と
は
そ
れ
を
意
識
し
て

い
な
い
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。

著
者
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
、
一
二
年
間
過
ご
し
た
後
に
帰
国

し
た
、
い
わ
ゆ
る
帰
国
子
女
で
あ
る
。

し
か
し
母
国
で
あ
る
は
ず
の
日
本
は

著
者
を
か
な
ら
ず
し
も
暖
か
く
迎
え

ず
、
い
じ
め
の
対
象
と
な
っ
た
。
一

方
で
著
者
自
身
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
き

た
日
本
と
、
そ
の
現
実
の
姿
の
落
差

に
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
。
そ
の
結
果

が
、
帰
国
後
十
数
年
を
経
て
写
真
家

と
し
て
の
雲
南
行
き
で
あ
っ
た
。
著

者
は
「
雲
南
に
は
子
供
の
頃
、
思
い

描
い
て
い
た
ア
ジ
ア
の
原
風
景
」
が

あ
る
と
い
う
。

し
か
し
雲
南
に
同
化
し
、
自
ら
の

雲
南
の
豚
と
人
々

伊
藤
真
理 

著
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写
真
家
に
よ
る

雲
南
通
い
は

「
自
分
探
し
」
の
記
録

ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
雲
南
に
見
い
だ
し
た
か
と
言

え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
む

し
ろ
雲
南
を
他
者
と
し
て
醒
め
た
目

で
見
る
、
雲
南
と
の
出
会
い
を
通
じ

て
自
ら
の
ア
メ
リ
カ
体
験
を
相
対
化

し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
著
者
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
確
立
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
〇
年
間
に
三

〇
数
回
の
雲
南
行
き
を
繰
り
返
し
た

著
者
に
し
て
は
、
雲
南
へ
の
語
り
口

は
ク
ー
ル
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ひ
と

つ
に
文
化
に
耽
溺
し
た
者
の
も
つ
偏

執
狂
的
迫
力
は
な
い
。
し
か
し
一
方

で
、
そ
れ
の
持
つ
胡
散
臭
さ
と
も
無

縁
で
あ
る
。

本
書
は
雲
南
と
い
う
他
者
を
通
じ

て
の「
自
分
さ
が
し
」の
記
録
と
し
て
、

ま
た
交
流
の
記
録
と
し
て
意
味
あ
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
著
者
の
雲
南
と

の
出
会
い
が
幸
せ
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
主
役
で
あ
る
豚
を
は
じ
め

と
す
る
動
物
た
ち
、
子
供
に
投
げ
か

け
る
視
線
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
見

て
い
て
幸
せ
な
気
分
に
な
る
こ
と
の

出
来
る
写
真
集
と
し
て
一
読
を
お
薦

め
す
る
。



「
観
光
学
」
は
ど
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
の
か

L
e

c
tu

re

最
近
の
講
演
会
か
ら

２
０
０
４
年
度
第
４
回
の「
観
光
学
部
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
公
開
講
演
会
」で
は
、

『
観
光
教
育
の
現
代
的
課
題
』と
題
し
、ラ
ト
ロ
ブ
大
学（L

a T
rob
e U
niversity

）

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル（S

chool of T
ourism

 and
 H
osp
itality

）教
授
の

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
フ
ィ
ー
博
士
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
は
現
在
所
属
さ
れ
る
観
光
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
創
設
者
兼
責
任
者
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
分
野
を
代
表
す
る
世
界
的
に

著
名
な
研
究
者
・
教
育
者
で
あ
る
。

今
回
の
講
演
で
は
、「
観
光
学
」
と
い
う
学
問
分

野
が
西
欧
に
お
い
て
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
発
達
し

て
き
た
の
か
、
そ
し
て
マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
ご
自
身
は

ど
の
よ
う
に
観
光
学
と
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、

そ
し
て
今
後
の
観
光
学
の
展
望
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
（London School of 

Econom
ics

）
で
経
済
学
を
学
ば
れ
た
マ
ー
フ
ィ
ー

教
授
は
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
大
学
院
で
地
理

学
の
修
士
号
、
さ
ら
に
消
費
行
動
論
で
博
士
号
を
取

得
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
大
学
教
員
お
よ
び
研
究
者

と
し
て
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
1
9
7
0

年
代
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
で
は
、
地
元
経
済
の
新
た
な

柱
と
し
て
「
観
光
」
が
注
目
を
集
め
始
め
る
一
方
、

そ
の
体
系
的
理
解
や
具
体
的
発
展
計
画
の
作
成
に
関

し
て
は
専
門
家
不
在
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

に
あ
っ
て
マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
を

中
心
と
し
た
観
光
産
業
の
育
成
の
た
め
に
協
力
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
社
会
の
側
か
ら
の

要
請
に
よ
っ
て
、
観
光
学
の
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
教

授
の
研
究
の
足
跡
は
、
ま
さ
に
観
光
学
そ
の
も
の
の

発
展
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

観
光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
は
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
数
多
く
の
商
品
が
並
べ
ら
れ
、
顧
客
は
商
品
が

並
ぶ
通
路
を
進
む
こ
と
に
な
る
。
で
は
そ
こ
で
の
商

品
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
顧
客
は
す
で
に
心
に
決
め
て
い
る

夕
食
の
食
材
を
買
い
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
顧
客
が
必
要
な
食
材
を
最
短
距

離
で
買
い
揃
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品

を
配
列
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
品
配
列
は
そ
の
よ
う
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
配
置
は
顧
客
を
最
短
距
離
で

移
動
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
通
路
を
い
わ
ば

徘
徊
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
売
り

場
を
見
て
ま
わ
る
う
ち
に
、
夕
食
の
ア
イ
デ
ア
を
膨

ら
ま
せ
、
あ
る
い
は
購
入
予
定
で
な
か
っ
た
も
の
も

手
に
取
ら
せ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
配
置
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

観
光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
と
同
じ
な

の
だ
と
教
授
は
主
張
す
る
。
旅
行
者
が
期
待
す
る
も

の
を
提
供
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
観
光
産
業
に
求
め

ら
れ
る
す
べ
て
な
の
で
は
決
し
て
な
い
。
旅
行
者
に

何
か
を
観
た
い
、
体
験
し
た
い
、
あ
る
い
は
購
入
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
、
そ
の
仕
組
み
を

考
え
る
こ
と
が
観
光
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
だ
と
。

マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
は
さ
ら
に
説
明
す
る
。
観
光
と

い
う
現
象
の
醍
醐
味
で
あ
り
難
し
さ
は
、
そ
こ
に
多

く
の
利
害
関
係
者
（
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
が
存
在

す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
観
光
地
の
ケ
ー
ス
で
考
え

て
み
る
と
、
そ
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
が
存
在

し
、
そ
の
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
ホ
テ
ル
そ
の
他
の

観
光
産
業
が
存
在
す
る
。

し
か
し
観
光
地
に
も
そ
の
地
元
住
民
の
生
活
が
あ

り
、
そ
う
し
た
住
民
は
、
全
員
が
必
ず
し
も
観
光
に

携
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
地
元
の

生
活
が
あ
り
、
文
化
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
交

通
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
イ
ン
フ
ラ
は
、
旅
行

者
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
の

生
活
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
こ
で

営
ま
れ
る
現
地
の
生
活
、
お
よ
び
そ
の
文
化
こ
そ
が
、

多
く
の
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
原
因
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

「
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」

観
光
地
が
観
光
地
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
立
場
の
異
な
る
利
害
関
係
者
の
あ
い
だ
に

一
定
の
均
衡
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。こ
れ
こ
そ
マ
ー
フ
ィ
ー
教
授
が「
社
会
コ
ミ
ュ

「
観
光
教
育
の
現
代
的
課
題
」

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
フ
ィ
ー
博
士

2
0
0
4
年
7
月
16
日

武
蔵
野
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス　

3
号
館
N
3
1
3
教
室
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ニ
テ
ィ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
名
づ
け
た
研
究
手
法

の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

観
光
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る
場
合
に
は
、
そ

こ
に
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
大
き
な
違
い
が
存
在
す

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に
は
正
常
な
「
競
争
」
が
欠

か
せ
な
い
が
、
観
光
の
場
合
に
は
同
時
に
「
協
調
」

が
き
わ
め
て
重
要
、
と
教
授
は
説
明
す
る
。

そ
し
て
そ
の
順
番
は
、「
ま
ず
第
一
に
、
観
光
地

を
売
り
込
む
こ
と
を
考
え
な
さ
い
。
そ
し
て
第
二
が

あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
そ
の
逆
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」。
観
光
に
お
け
る
競
争
は
、
協
調
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
成
立
す
る
と
教
授
は
主
張
す
る
。

立
教
大
学
観
光
学
部
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

世
界
の
有
数
の
研
究
教
育
機
関
と
国
際
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
現
在
も
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
。
今
回
の
マ
ー

フ
ィ
ー
教
授
の
講
演
は
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
一
例

で
あ
る
が
、同
教
授
が
牽
引
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ラ
ト
ロ
ブ
大
学
と
の
学
術
交
流
も
今
後
ま
す
ま
す
活

性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
学
部
は
観
光
学
分
野
に
お
け
る
日
本
の
中
心
的

機
関
と
し
て
世
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
と
自
負
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
国
外
の
機

関
と
も
積
極
的
に
協
力
・
連
携
し
、
こ
の
分
野
の
研

究
お
よ
び
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
与
え
ら

れ
た
使
命
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

（
文
責　

観
光
学
部
助
教
授　

庄
司
貴
行
）

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
フ
ィ
ー

 (Peter E. M
urphy, PhD

)

ラ
ト
ロ
ブ
大
学
法
律
経
営
学
部
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
学
科
学
科
長
・
教
授
。
英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
よ

り
経
済
学
で
学
士
号
取
得
。
そ
の
後
、米
国
オ
ハ
イ
オ

州
立
大
学
よ
り
地
理
学
の
修
士
号
、
消
費
行
動
論
で

博
士
号
を
取
得
。
観
光
分
野
に
お
け
る
研
究
業
績
で

N
orth Am

erican Roy W
olfe Aw

ard

を
受
賞
。
世
界

で
75
名
し
か
選
出
さ
れ
な
いInternational Academ

y 

for the Study of Tourism

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
を
中

心
と
し
た
観
光
行
政
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
長

年
活
躍
さ
れ
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ラ
ト
ロ
ブ

大
学
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科
創
設
の
た
め
同

大
学
に
移
籍
。
観
光
分
野
で
世
界
的
に
著
名
な
研
究

者
・
教
育
者
の
ひ
と
り
。
著
書
、編
著
書
、論
文
多
数
。

連続公開講演
「アジアの旅を書く」第1回
なぜアジアを旅し、
何を書こうと
してきたのか
2004年10月22日
池袋キャンパス8号館　8201教室

下川裕治氏
旅行作家。慶応大学経済学部卒業。大
学時代から旅を始め、新聞社勤務後、フ
リーライターとしてアジアを中心に旅

を続ける。著書は『新バンコク探検』『タ
イ語でタイ化』『アジアの友人』『バンコ
ク下町暮らし』『アジアの弟子』など多数。
近著は『週末アジアに行ってきます』『ア
ジア国境紀行』など。新潟大学非常勤講
師を勤める。

第1回講師は「アジアの旅を書く」

ということに、常に自覚的に仕事を

してこられた旅行作家の下川裕治

氏。旅を通して日本とアジアの関係

や時代による変化を見つめる視点

を交えアジア旅行の面白さを大い

に語っていただいた。以後、2回目

が前川健一氏、3回目が蔵前仁一氏。

2004年度　観光学部公開講演会

開催日

4.15

5.10

5.27

6.21

6.22
6.23

7.16

10.8

10.18

10.19

10.20

10.22

10.26

10.30

11.13

11.22

12.10

講演者

ウォルター・ジェームソン氏

アンリ・マーニュ氏

リチャード・バトラー氏

シドニー・チェン氏

シドニー・チェン氏

ピーター・マーフィー氏

ヘルベルト・ツェーマン氏

呉　必虎（Wu， Bihu）氏

呉　必虎（Wu， Bihu）氏

呉　必虎（Wu， Bihu）氏

下川裕治氏

クラウディオ・ミンカ氏

クラウディオ・ミンカ氏

クラウディオ・ミンカ氏

前川健一氏

蔵前仁一氏

ハワイ大学観光

産業学部学部長

ヴァテル高等ホテル

観光学院国際交流部長

英国サリー大学スクール・

オブ・マネジメント教授

香港中文大学

人類学系準教授

香港中文大学

人類学系準教授

ラトローブ大学法経学部

観光ホスピタリティ・スクール

主任教授

ウィーン大学

ドイツ学科教授

北京大学都市・

環境科学系教授

北京大学都市・

環境科学系教授

北京大学都市・

環境科学系教授

旅行作家

英国立ニューカッスル大学

教授（元イタリア国立カフォス

カリベネチア大学教授）

英国立ニューカッスル大学

教授（元イタリア国立カフォス

カリベネチア大学教授）

英国立ニューカッスル大学

教授（元イタリア国立カフォス

カリベネチア大学教授）

ライター

旅行誌編集長

演　題

２１世紀の観光学

フランスにおける観光教育

Sustainable Tourism，
does it exist？

観光と食～グルメの人類学～

Heritage Tourismの政治学

観光教育の現代的課題
－30年の経験を振り返って－

フランツ・シューベルトと
当時のオーストリア文化

中国の観光学研究と教育

観光の空間構造について

中国の観光開発と観光計画

なぜアジアを旅し、
何を書こうとしてきたのか

地理学と観光研究の関係：
イタリアと欧州の事例

都市からの小旅行：
イタリア人の小旅行

ポストモダン観光地理学の入門

戦後アジア旅行者外史

「旅行人」はこうして生まれた
～個人旅行者向け旅行誌の
生いたちから現在まで

対　象

観光学部生

観光学部生

観光学部生

本学学生、本学教職員、

一般

大学院生

大学院生、学部生

本学学生、本学教職員、

一般

本学学生、教職員

本学学生、教職員

本学学生、本学教職員、

一般

本学学生、本学教職員、

一般

観光学部生

本学学生、本学教職員、

一般

大学院生

本学学生、本学教職員、

一般

本学学生、本学教職員、

一般
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「異文化」は
街角にある
大橋健一（観光学部）

都
市
空
間
の
編
成
と
民
族
文
化
の
構
築
と
の
関
係

を
都
市
観
光
と
い
う
切
り
口
か
ら
調
査
研
究
す
る
た

め
、
2
0
0
3
年
秋
よ
り
パ
リ
に
滞
在
し
、
特
に

13
区
シ
ョ
ワ
ジ
ー
地
区
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
観

察
を
続
け
た
。

　

こ
の
地
区
に
は
、
1
9
7
5
年
以
降
イ
ン
ド
シ
ナ

地
域
か
ら
の
華
人
系
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
系
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
系
、
ラ
オ
ス
系
移
民
が
多
く
流
入
し
、
約
15
万
人

と
推
計
さ
れ
る
パ
リ
首
都
圏
の
ア
ジ
ア
系
人
口
の
約

4
分
の
1
が
こ
の
地
区
に
集
中
す
る
と
言
わ
れ
る
ほ

か
、「T

ang Frères

」「Paris Store

」
と
い
う
ア
ジ

ア
系
2
大
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
の
本
拠

地
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
も
と
よ
り
欧
州
全
域
の
ア

ジ
ア
系
食
料
品
流
通
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
系
レ
ス
ト
ラ
ン
、
商
店
が
大
規
模
に

集
積
す
る
パ
リ
市
内
で
も
有
数
の
場
所
と
な
っ
て
い

る
。イ

ン
ド
シ
ナ
各
地
の
多
様
な
移
民
が
流
入

こ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
同
地
区
は
、
し
ば
し
ば
パ

リ
の
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
だ
が
、

実
際
に
は
上
述
の
よ
う
に
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
各
地
か

ら
の
多
様
な
移
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
単

に
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
と
呼
ぶ
に
は
極
め
て
複
雑

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
地
区
の
複
合
的
な
社
会
構

成
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
加
え
、
中
国
語
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
語
、
ク
メ
ー
ル
語
、
ラ
オ
ス
語
、
タ
イ
語
が
複
数

併
記
さ
れ
た
商
店
の
看
板
や
、
中
国
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
料
理
が
一
軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

メ
ニ
ュ
ー
に
同
時
に
載
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

容
易
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
で
同
地
区
は
、
60
年
代
か
ら
の
再
開
発
に

よ
っ
て
出
現
し
た
パ
リ
市
内
で
は
極
め
て
珍
し
い
超

高
層
集
合
住
宅
群
に
75
年
を
画
期
と
し
て
イ
ン
ド
シ

ナ
系
移
民
が
流
入
し
た
と
い
う
都
市
空
間
構
成
の
上

で
も
興
味
深
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

2003年秋から1年間の在外研究で
パリに滞在した大橋教授の報告は、
アジア系レストランや商店が
集積する13区のカルチェから。

45

「チャイナタウン」と呼ばれる
ことの多いこの地区でも中国
的意匠の建築物はごくわずか
しかない　

「中国、カンボジア、ヴェトナ
ム、タイ料理専門」をうたうレ
ストランの看板　

超高層集合住宅が林立する
ショワジー地区　

フランス語、ヴェトナム語、中
国語を複合化しデザインされ
た看板　

ファストフード店店頭での春節
（中国旧正月）の獅子舞

パリ13区
ショワジー地区の
フィールドノートから
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地
区
の
中
心
は
旧
貨
物
駅
の
再
開
発
に
よ
っ
て
出

現
し
た
高
層
住
宅
、
人
工
地
盤
上
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
駐
車
場
、
地
下
物
流
倉
庫
か
ら
な
る
複

合
街
区
だ
が
、
同
地
区
は
、
こ
の
よ
う
な
物
理
的
環

境
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
統

合
政
策
と
関
連
し
た
公
共
空
間
の
編
成
の
あ
り
方
も

手
伝
っ
て
、
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る
「
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
」
と
は
景
観
上
様
相
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。

中
国
風
の
空
間
演
出
が
地
区
一
帯
で
な
さ
れ
、
観

光
客
で
賑
わ
う
日
本
や
北
米
の
い
わ
ゆ
る
「
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
」
を
見
慣
れ
た
者
の
目
に
は
、
こ
の
よ
う

な
地
区
を
一
般
的
な
観
光
の
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ

と
に
は
困
難
を
伴
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
常
生
活
と
観
光
と
の
境
界
が
溶
解
し
つ
つ
あ

る
今
日
、
必
ず
し
も
「
そ
れ
ら
し
く
装
う
」
場
所
の

み
が
人
々
の
関
心
を
引
付
け
て
い
る
の
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

同
地
区
の
ア
ジ
ア
系
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
や
商

店
で
の
買
物
は
、
パ
リ
で
人
々
が
日
常
の
延
長
線
上

に
あ
り
な
が
ら
そ
れ
を
越
え
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
か

つ
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
経
験
を
構
成
し
て
い
る
。

最
近
で
は
安
価
に
海
外
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
以
前
に
比
べ
る
と
パ
リ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
料

理
店
の
売
り
上
げ
は
落
ち
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
れ
で
も
人
々
は
日
常
生
活
の
延
長
線
上
で
こ

れ
ら
の
店
に
し
ば
し
ば
足
を
運
ん
で
い
る
。
む
し
ろ
、

海
外
旅
行
の
経
験
が
こ
れ
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
で

の
消
費
の
質
を
変
え
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な

い
。世

界
都
市
パ
リ
の
消
費
マ
ニ
ュ
ア
ル

た
と
え
ば
、
調
査
中
、
ア
ジ
ア
系
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
よ
り
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
経
験
と
し
て

ア
ジ
ア
料
理
の
食
材
を
求
め
る
人
々
や
、
元
来
は
移

民
子
弟
向
け
の
母
国
語
教
室
だ
っ
た
中
国
語
や
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
語
教
室
に
旅
行
を
契
機
に
通
う
人
々
に
多
く

出
会
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
関
心
の
所
在
は
、
相
次
い

で
『Le M

onde à Paris

』（Parigram
m

e

）、『Paris 
exotique

』（H
achette

）
と
、
パ
リ
で
文
化
的
多
様
性

を
享
受
す
る
た
め
の
情
報
を
満
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
れ
ら
に

は
、
パ
リ
市
内
の
ど
こ
へ
行
け
ば
各
国
・
地
域
の
情

報
、
物
産
、
料
理
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
を
享
受
で
き

る
か
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
言
う
な
れ
ば
世

界
都
市
パ
リ
の
消
費
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
存
在
は
、
何
よ
り
も

パ
リ
が
世
界
都
市
と
し
て
多
様
な
人
々
の
交
流
の
結

節
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、
パ
リ
が
抱
え

込
む
そ
の
文
化
的
多
様
性
が
、
今
日
の
パ
リ
と
い
う

都
市
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
消
費
、
娯
楽
、
文
化

活
動
な
ど
の
あ
り
方
を
大
き
く
規
定
す
る
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

境
界
の
溶
解
と
「
観
光
」
の
再
定
義

こ
の
よ
う
な
消
費
や
経
験
は
、
従
来
前
提
と
さ
れ

て
き
た
日
常
／
非
日
常
、
自
文
化
／
異
文
化
な
ど
の

固
定
的
な
枠
組
み
と
そ
の
境
界
を
確
実
に
溶
解
さ
せ

て
い
る
。「
観
光
」と
い
う
テ
ー
マ
に
則
し
て
言
え
ば
、

日
常
か
ら
分
離
さ
れ
た
そ
の
対
極
に
「
観
光
」
が
位

置
し
、
そ
こ
で
「
異
文
化
」
の
経
験
や
消
費
が
展
開

す
る
と
い
う
図
式
で
は
、
上
述
の
現
象
は
理
解
で
き

な
い
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
店
に
行
く
こ
と
は
日
常
生

活
行
為
の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら
「
観
光
」
を
構

成
す
る
経
験
の
一
部
を
も
な
し
て
い
る
。
先
に
触
れ

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
借
り
れ
ば
、

「『
異
文
化
』
は
街
角
に
あ
る
」
の
で
あ
る
。

今
後
、
地
球
規
模
で
の
交
流
が
さ
ら
に
加
速
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
球
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
社

会
文
化
の
構
成
は
、
さ
ら
に
複
合
的
様
相
を
帯
び
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
も
は
や
我
々
は
固
定
的
な
場
所
、

人
々
、
文
化
の
セ
ッ
ト
を
前
提
に
現
代
を
想
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
下
、「
観
光
」
概
念
も
ま
た
確
実
に
再
定
義
が
迫

ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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春節時にパリ市役所庁舎前に
中国風ランタンが飾られた　

2003～ 04年にかけては「フ
ランスにおける中国文化年」
のため、多くの中国関係のイ
ベントが開かれた　

ヴェトナムの新年「テト」を
祝うイベントのポスター　

ショワジー地区を拠点に活動
する獅子舞グループ 6
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